
海を介した交流からみた房総半島の歴史
History in Boso- Peninsula based on an exchange with other area through a sea 

白井 久美子 千葉県立房総のむら

1. はじめに

房総半島の南端部は、 海岸近くまで樹枝状に発達した

急峻な丘陵部に常緑樹林が広がり、 平坦な下総台 地とは

全く異なる景観を醸し出している。東京湾岸を南下し浦

賀水道に臨むと、 対岸の三浦半島が間近に見え、 相模灘

から東京湾に行き交う船の姿は古来の海路を紡彿させ

る。房総で最も裔い鋸山一清澄山丘陵を越えた南が古代

安房国の領域である。「安房」は丘陵によって分断され

た地形的要因によって独特の文化圏を形成した地域でも

ある。

東京湾は、 両岸に古利根川水系の大河川をはじめ、 幾

筋もの河川が流れ込み、 房総と武蔵・相模に囲まれた広

大な内海として太平洋に開く、 水上交通の要衝である。

主に、 房総と武蔵を画す水域であり、 「総武の内海」と

もいえる。また、 縄文時代以来の豊富な海産資源の宝庫

であり、 河口域には肥沃な海岸平野が形成されている。

それらの河口域は、 弥生時代中期以降、 西日本由来の生

業や文物がいち早く上陸・定着する地点として発達し、

他地域の人やモノを受け入れる素地が形成された。

一方、 半島北部は17世紀半ばに利根川水系が通水す

る以前は、 鬼怒川・小貝川に水源をもつ湖沼群と湿地帯

の連続する地域で、12世紀初めの 『今昔物語』 に 「衣

河の尻やがて海の如し」といわれたように、現在の印膳 ・

手賀沼と霰ヶ浦・北浦を包摂した広大な内海が広がって

いた。この内海には総称がないため、古代の『万葉集』『五

大集歌枕』などにみえる 「香取海」の呼称を用いている。

この沿岸域は、 古代常陸国の南部から下総国の北部に

当たることから常総地域とも呼ばれており、 「香取海」

の水運によって密接に結ばれていた。

このように房総半島は、 半島先端の安房地域は相模灘

に臨み、 「総武の内海」（現在の東京湾）・「香取海」の二

つの内海を内包して、 東側は太平洋に海の道が開かれて

いた。これらの海域を介して他地域と交流した半島の歴

史を弥生 ・ 古墳時代を中心に見てみることにしたい。

2. 関東の玄関ロ ー 安房地域 一

(1)弥生時代の環濠集落と古墳時代のムラ

関東地方の環濠集落は弥生時代中期後半に波及し、 そ

の分布は古代国域の相模～武蔵～上野～下総～上総にお

よんでいる。特に南関東（神奈川・東京・千葉）には、

図1 房総半島の水域（『千葉県の歴史』資料編考古3より）

関東全 域 で 調 査 さ れ た161迫跡 の う ち121追跡

(200 2年当時）が分布し、 広範に採用されたことがう

かがえる。その中にあって、 安房地域だけは環濠集落の

空白地帯と考えられ、 急峻な丘陵が海岸線に迫る地形に

制約されて、 水田稲作を基盤とする弥生集落が発達しな

かったものと捉えられていた。

館山市萱野遺跡ではそれらの既成概念を打ち破り、 環

濠を構成する2条の溝が検出され、 その後調査された隣

接地の調査成果と合わせて、 長径200mを超える規模の

環濠を復元するに至った。環濠の掘削時期は、 北側環濠

から出士した士器に弥生時代中期後葉の古段階（宮ノ台

式古段階）に遡るものがあり、 その頃には環濠の掘削と

集落の形成が始まっていたことが分かる。一方、 南側の

環濠で出土した多量の土器群は、 中期末葉（宮ノ台式新

段階）～後期中葉（久ヶ原 2式新段階）にわたり、 後期

前菓（久ヶ原1 • 2式古段階）を主体としている。これ

らの土器は環濠を再掘削した後の覆土上層で出土し、 環

濠の廃絶に伴って溝内に遺棄されたものと考えられる。

その後、 集落は規模を縮小しつつ古墳時代出現期まで継

続する。この変遷は、 本格的な農耕集落の成立から環濠

の廃絶を伴う断絶を経て、 斉ー的な土器をもつ後期弥生
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図2 束日本の環濠集落分布図

社会の再編・発展へ到達する総武の内海圏の動向と軌を

ーにしている。東海地方の影響を強く受けた弥生文化が、

相模灘から安房・館山湾を経て、 東京湾を北上したこと

を確認できる。

後期前半には、西相模でもより西の花水川流域に駿河・

東遠江、 東の相模川流域に三河•西遠江の土器群が入っ

ており、海路による人とモノの移動を如実に示している。

これらの土器移動は唐突で、 綾瀬市神崎遺跡のように、

出七した上器のほとんどが三河 ・西遠江系譜の士器で占

められた例もある。 新たな耕地を求めて、 東海地方から

の集団移住があったと考えられる所以である。 安房・萱

野追跡の土器は、 後期初頭から東海系譜の台付甕が用い

られるが、 製作技法のナデ・磨き仕上げは東京湾岸の在

来系諮とつながり、壺・鉢の文様構成も含めて、相模東部・

三浦半島と共通した東京湾湾口部の士器群といえる。

また、 萱野追跡と隣接する宇戸台遺跡には方形周溝墓

群による墓域があり、 古墳時代出現期～前期の古墳群と

集落が継続していた。 特に、 出現期～前期の大型方墳・

前方後方墳は、 本地域初めての調査例であり、 安房の古

墳時代像に新たな視点を加えることになった。 この2遺

跡の調査成果は、 房総半島の出現期～前期の大型方墳・

前方後方墳が安房を窓口に波及した可能性を示して注目

されるところである。

(2)海食洞穴

安房の海岸線につくり出された複雑な景観は、 いわゆ

る磯石とよばれる凝灰岩質砂岩と凝灰岩質泥岩が波に洗

われた自然の造形による。 凝灰岩質泥岩の軟質な部分が

侵食されて形成された海食洞穴があり、 縄文時代前期か

ら平安時代まで利用された。 特に、 弥生時代以降は海に

生業もつ人々の祭祀の場や墓として長期にわたって使わ

れている。

一方、 伊豆・房総半島の海岸の狭い低地帯には、 紀伊

半島と同じ地名が散在し、 海運による広域な交流がうか

がえる。 また、 伊豆半島・伊豆七島·房総半島の南端に

は古墳時代から奈良時代にわたる「海の祭祀」跡が集中

し、 青銅鏡や多量の石製・上製祭祀具を用いたマツリが

行われており、 航海の安全や大漁を祈願した海人の足跡

をたどることができる。

房総半島には 50基あまりの海食洞穴が分布するが、

その大半が安房にある。 半島南端の館山市内には 10カ

所が確認され、 古墳時代の遺物が明らかな例は大寺山洞

穴、 舵切洞穴、 佐波間洞穴、 出野尾洞穴、 安房神社洞穴

など、 いずれも標高20m以上の海岸段丘上にある。 当

時は、 波打ち際にあったものが、 海水面低下と地展隆起

によって現在の標高に至っている。

館山湾に臨む丘陵に開口する大寺山洞穴では、 3基の

洞穴のうち最も奥まった位置にある第1洞で、 1956年

に舟形木棺の一部や人骨とともに鉄製品の破片や玉類、

士器が掘り出され、 隣接する寺院に保管されていた。 こ

のなかに鉄製甲冑・大刀・剣・鉄鏃などの断片が含まれ

ていたことから、 古墳時代には有力者の墓として使われ

ていたことが注目された（田中1975)。 1992~ 98年

にわたる千葉大学考古学研究室による調査で、 第1洞か

ら舟形の木棺1 2基以上が紬先を重ねるように出土し

た。 棺の幅は狭く、 遺骸を納めるというよりは、 乗せて

いたという形態である。 2号木棺には仰臥身展葬の人骨

3体分が頭部をそろえて置かれていた。 木棺と追物の出

土状況が確認されたことにより、 舟形の木棺が後世の祭

祀に用いられた「舟」ではないかという疑問を払拭する

図3 安房の海食洞穴と弥生・古墳時代の遺跡分布（文献3より）
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海を介した交流からみた房総半島の歴史
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写真1 大寺山第1洞の舟形木棺出土状況(1995年5月）

ことになった。 また、 青銅製鈴 ・ 歩揺付金銅製品 ・ 漆塗

り木製盾などの注目すべき副葬品も出士し、 遺跡の性格

に新たな要素が加わっている。

出土資料を見ると、 大寺山洞穴墓の被葬者は洞穴墓の

被葬者のなかでも群を抜いて豊かな副葬品をもっていた

ことは明らかである。 特に房総の大型前方後円墳の被葬

者でさえもつことのできなかった革綴甲冑の組み合わせ

を副葬されている点は注目される。 三角板箪綴短甲 ． 衝

角付冑の組み合わせ例は関東地方全体でも極めて少な

く、 確実な類例は栃木県佐野市の佐野八幡山古墳出上例

に限られる。 これは、 大寺山涸穴幕が5世紀前半の主要

な大型古墳に比肩し、 あるいは凌駕するような存在で

あったことを物語っている。 大寺山洞穴墓への埋葬は、

その後7世紀前半の古墳時代終末期まで行われた。 複数

の鉄製武具をはじめ多くの鉄製品を手に入れ、 何世代に

もわたって洞穴墓に埋葬された被葬者達は、 海上交通の

掌握を背景に台頭して王権と結びつきをもち、 特別な地

位を得たことが推測される。

大寺山洞穴で出士した木棺は、 いずれも剖りの浅い丸

木舟形で、 ベ ンガラで赤彩されている。12基の棺は壁

沿いに紬先を洞穴の開口部に向けて並べられ、 棺と棺の

間に横木を渡して積み上げられたように出土している。

舟形の棺に追骸を乗せて累々と安置した様相は、 舟葬と

呼ぶにふさわしい。『出雲国風士記』に黄泉の坂、 黄泉

の穴と記された、 島根県平田市猪目洞穴では、 剖り舟と

推定される幅50cm． 厚さ5 cmの木片3枚に覆われた

人骨が赤彩された土師器高坪を伴って出土している。 同

風土記では既に異界のこととして記され、 洞穴に葬られ

ること自体が忌詭すべきことで、 洞穴の夢も見てはいけ

ないという。 しかし、 海人集団にとって洞穴は海上に存

在する他界への入り口であったと思われ、 これらの舟葬

例はまさに海上他界の概念を祐彿とさせる。 このような

海人の他界観は、 ヤマト王権のもとで形成された葬送概

念に少なからぬ影署を及ぼしている。 舟形木棺 ・ 舟形石

棺に表象される古墳時代前期 ・ 中期の葬送概念が、 海上

他界を強く意識したものであることは確かであろう。 次

第に農耕社会に立脚した体制を整えた王権は、 横穴式石

室の導入を契機に葬送形式を変え、 海上他界は概念とし

てのみ残存するが、 海人は原型に近い葬送形式を後期以

降まで維持している。

(3)漁労集落 ー 南房総市沢辺遺跡

沢辺遺跡は、 半島南端の海岸段丘上に立地する。2000

年～2001年に発掘調査が行われ、 古墳時代後期～平安

時代前期の集落跡が確認された。 古墳時代後期から飛鳥

時代の竪穴住居52棟と自然流路、 水場跡が調査され、

カツオ等の魚骨、 サザエ等の貝や鹿などの獣骨が多数出

士した。 その周辺からは、 鹿角製アワビオコシ ・ 骨製擬

似餌針軸・木製ヤスなどが出土している。 これらの漁労

具は、 三浦半島の海食涸穴からも出士し、 骨製擬似餌針

軸はカツオ漁に特化して紀伊半島で開発された擬似餌竿

釣り用の複合釣針である。 沢辺例は鉄製の針を装着する

例で、 6世紀中ごろ以降に紀伊半島から志摩半島 ・ 伊豆

半島 ・ 三浦半島 ・ 房総半島に伝えられた。 黒潮を漁場に

もつ海の民の交流がうかがえる資料である。 一方、 釣り

針と同じように広範に共通する資料に、 紀伊半島の田辺

市磯間岩陰遺跡出土の鹿角製張があり、 同様のものが横

須賀市吉井城山横穴墓群．君津市市宿横穴墓群•宮城県

石巻市五松山洞窟遺跡から出土している。 また、 磯間岩

陰遺跡 ・ 和歌山市西庄遺跡出土の鹿角製鳴鏑に酷似する

例が、 吉井城山横穴墓群 ・ 三浦市海外洞穴 ・ 富津市内裏

塚古墳で出土している。 鳴鏑はいずれも古墳時代中期

写真2 沢辺遺跡の漁労・狩猟具と鍛冶関連遺物（文献13より）
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図4 古墳時代の鹿角製カツオ釣針出土遺跡（文献5よリ）

の例で、 内裏塚古墳は5世紀前半の関東を代表する前方

後円墳のひとつである。 内裏塚古墳の副葬品には、 韓国

釜山広域市福泉洞22号墳例と同エの金銅製胡録金具や

舶載の鉄製武器類があり、 海上交通を掌握した総武の内

海（東京湾）の首長の性格を表している。

また、 沢辺迫跡では、 鹿などの動物やカツオを主体と

した大型魚を解体した水場跡があり、 小口径の羽ロ ・ 椀

形滓、 鉄製刀子 ・ 鏃も出土しており、 金属器製作も行っ

ていたことを示している。 水場跡には卜骨や集落の滑石

製模造品・土製模造品など、 多様な祭祀具や耳環も見ら

れ、 漁榜 ・ 狩猟 ・ 農耕活動を行い、 その道具も製作する

地域の中核的な集落であったと見られる。

さらに、平安時代の注目すべき遺物に「平 底鍋形士器」

が挙げられる。大型 ・ 厚手の粗製土器で、大量に使用され、

廃棄されている。 顕著な被熱痕はないが、 製塩土器の可

能性を検討すべき資料である。

(4)「海の民」と「田の民」の祭祀遺跡

安房は古代から近 代まで受け継がれた海の祭祀に関わ

る追跡が集中し、 それらを対象とした研究が先行したこ

とはこの地域の遺跡の性格付けに少なからぬ影響を及ぼ

していた。 近年の発掘調査によって、 水田跡を伴う「農

耕民」（田の民）のムラと祭祀の様子が明らかになって

きた。 館山市長須賀条里制遺跡は、 古代律令期の条里制

遺跡として知られていたが、 1993年～1998年の調査

で弥生時代から古墳時代へ続く水田や溜め池、 木製品を

利用した取水口と水路が見つかった。 取水口の木樋と蓋

は、 高床倉庫の扉板を使って固定されており、 報告時は

水路と水田を繋ぐ暗渠とされたが、「水辺のマツリ」 の

祭場と考えられる。 各地の調査例では、 取水口から聖水

を木樋に流して濾過し、 水路などで農耕祭祀を行ってい

る。 本迫跡の古墳時代中期の水路や溜め池からは、 多量

の破砕された土師器や須恵器、 銅鏡、 子持勾玉、 玉類が

出土しており、 祭祀が行われたことは間違いない。 木樋

を用いた大掛かりな水辺の祭祀は、 畿内の王権中心部で

中期に本格化する。 関東では後期に定着するとみられる

が、安房にはいち早く波及したことがうかがえる。 また、

扉材の出土例は西日本には多いが、 関東地方では希有な

例であり、 周辺の丘陵裾や砂堤などの微高地に高床式建

物の倉庫をもつ「田の民」の集落が存在したことを物語っ

ている。

長須賀条里制遺跡の南に隣接する東田追跡では、 調査

区全域で古墳時代後期の士器と士製祭祀具が出士し、 竪

穴住居や溝のほかに、 大溝と4棟の掘立柱建物が見つ

かった。 建物はいずれも総柱建物で、 大型である。 主要

な2 棟は梁行4.8mX桁行 7.8~ 8.0mで、 長軸約10

mX短軸約7~8 mの掘り込みを伴う。

すべての竪穴で占墳時代後期の士器群と士製祭祀具が

出土し、 掘立柱建物の周辺からもほぼ同時期の土器と土

製祭祀具が出上しており、 これらが祭場を構成していた

ことは疑いない。 各地の例から見て、 総柱の大型建物は

祭殿だったといえるだろう。 大溝(BSD-2)は、 上端幅

7.5m ・ 底面幅1.0m前後 ・ 深さ約2.0mの規模をもつ。

溝からは幣しい土器 ・ 土製祭祀具 ・ 石器 ・ 石製品 ・ 木製

品が出士し、 鉄鏃などの鉄製品も見られる。 図示された

資料だけでも 54 5 点におよび、 6世紀後半～7世紀前

半のものを中心とする。 最も特徴的な点は、「輪積み痕

や底部の木葉痕を意図的に残し、 あえて粗雑に製作した

士師器」＝「粗造土器」 と甕を多く含む点である。「粗造

土器」 は手づくねのミニチュア土器とも明確に区別でき

るため、 用途が異なるものと思われる。 胎土は坪や高

写真3 長須賀条里制遺跡の水辺の祭祀跡
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写真4 束田遺跡の「粗製土器」と土製祭祀具

坪の精良なものとは対照的で、 大粒の砂を多く含み、 一

見すると製塩士器に見える。 製塩に用いた痕跡はないよ

うであるが、 祭祀用に製塩士器を象った可能性も検討す

る必要があるだろう。

祭祀具は、 圧倒的に土製品が多い。 鈴鏡を含む鏡形の

土製品が特に多く、 斧形 ・ 鋤先形などの農工具も目立つ。

次いで勾玉 ・ 管玉 ・ 小玉などの玉類である。 木製品は杭

状のみで、 長須賀条理とは対照である。 鹿角製等の漁労

具は無く、 わずかに士玉が網漁を示唆する。 飛鳥時代前

期(7世紀前半）の金銅製帯先金具（猪目文の毛彫付）

が1点あり、 この時期まで大溝のマツリが続いたことが

分かる。 安房の祭祀追物の多様性を知る資料である。

3 弥生・古墳文化の柑渦 ー 総武の内海 一

(1)小銅鐸の展開

東海地方以東の小銅鐸分布圏は、 弥生時代中期後半か

ら急速に「弥生化」が進んだ地域と重なる。 弥生時代後

期から古墳時代前期にかけて集落が爆発的に拡大すると

ともに、 青銅製品をはじめ、 鉄製品、 ガラス玉 ・ 石製玉

類などの新たな威儀具が入っている。 それらは祭器とし

て、 あるいは有力者の副葬品として新たな価値観を伝え

たものであろう。 総武の内海圏は、 古墳時代以降も列島

各地から流入する文化の用禍としてあらゆる要素が集禎

され、 その本質が凝縮された地域である。

小銅鐸は、 中国大陸から半島を経由して九州に伝わっ

た小型の銅鈴（れい）で、 銅鐸の起源に関わる青銅の鳴

り物として、 銅鐸分布圏を超えて列島に広く分布する青

銅祭器である。 また、 家畜の鈴（レイ）としての本来的

な用途が、列島で祭り用の鐘（カネ）に終始した背景には、

牧畜を伴わない農耕が伝わった経路が深くかかわってい

ると考えられる。 水稲稲作の系譜について、 巾国東南の

海浜部を北上するルー トが有力視される所以である。

小銅鐸の出上例は、 北部九州から静岡県の駿河湾沿岸

にわたる銅鐸分布圏を超えて関東地方におよび、 半島経

由の弥生時代青銅製品のうち、 腕輪 ・ 指輪などの装身具

に次いで広範に分布する。 出土地点は、 環濠集落の分布

域にほぼ重なっており、 環濠集落の波及とともに伝播し

たことがうかがえる。 青銅製 ・ 鉄製腕輪や鉄剣などの威

信財や碧玉 ・ 鉄石英の玉類が中部高地や北関東の交易路

から人手された可能性は否定できないが、 日常什器の土

器の移動がほとんど見られないため、 北部地域との交易

は限定的なものであったと思われる。

小銅鐸には地域による纏まりや差異が認められ、 出土

例の増加によって、 極めて類似した製品が複数見られる

ようになった。これらのなかには同じ_[房で作られたか、

同じ原型を基に作られた可能性の高い例がある。 これら

は後期の銅鐸製作工人の動向と無縁ではないと思われ、

三遠式銅鐸の製作終焉との閲連が注目される。 突線紐4

式以後三遠式銅鐸は、 突線紐5式の近畿式銅鐸に統合さ

れる。三遠式銅鐸の製作終焉後に統廃合されたエ房から、

これらの小銅鐸を製作する工房が分派した可能性を追尾

できるのではないかと考えている。

占墳時代に入ると、 小銅鐸に替わって集落では小型の

銅鏡や銅鏃が出土するようになり、 引き続き小型の青銅

□:
● ,,..... ..n形 1割＆、

図5 東海地方東部から関東地方の小銅鐸分布図
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製品が用いられている。 関東地方を中心とする静岡県以

東へ供給されたそれらの青銅製品は、 小銅鐸に引き続き

三遠式銅鐸の製作終焉後に統廃合されたエ房から供給さ

れていると考えられる。 その有力候補地は、 小銅鐸の鋳

損じ品と見られる筒状銅製品が出士し、 士製鋳型片や被

熱粘土塊などの鋳造関連遺物が出土している愛知県朝日

追跡であろう。 銅鐸片の出上範囲は、 三遠式 ・ 近畿式銅

鐸の集中する浜名湖・天竜川周辺から伊豆半島北部に及

んでおり、さらに東方に製作地が存在する可能性もある。

弥生時代後期以降の小銅鐸製作を契機とする青銅器生産

の東方展開は、 集落の拡大に応じた需要を背景に古墳時

代前期後半まで継続すると考えられる。

(2)倭の五王時代の総の首長

総武の内海（東京湾）東岸の主要河川の流域では、 前

期中頃になると100m級の大型前方後円墳が築かれ、 前

期後半には太平洋岸の九十九里平野南部にも75 ~ 9 5  

m級の前方後円墳が現れる。 しかし、 中期に継続して大

型古墳群が形成されるのは総武の内海東岸に限られる。

主要河川の流域面積では九十九里平野が上回るが、 安定

した内海の港が繁栄をもたらし、 集落規模で圧倒してい

る。 ヤマト王権が本格的な対外進出を図り、 王陵が最大

規模に達する中期中頃には、 それに呼応して内海東岸の

首長筵群も大型化している。 上記の内裏塚古墳の被葬者

が朝鮮半島製の最新の威信財を入手した背景には、 王権

との密接なつながりがあったといえる。 やがて、 木更津

市祇園大塚山古墳のように、 唯一大山古墳に例のある金

銅製の甲冑をまとい、 舶米の文物を得て、 地方首長の首

座に躍り出た人物

円F見 t`` の古墳が築かれる。

中 期 後 半 に は、

鉄製短甲の副葬が

中規模円墳に拡大

し、 各地の有力首

曼J J0-91 

長配下の構成員が

武人として 一定の

＇ 0 
役割を果たすよう

になったことがう

か が え る。 その中
10-18 

から、 王権に出仕

写真5 内裏塚古墳の金銅製胡録金具と鹿角製鳴鏑（文献8より）

幻＊孜f;/.):._ll�

木更津町附近稲荷森発見のトンボ玉（後藤1927)

゜

慶州市味郡王陵出土 ジャワ5-6世紀（赤ひげ蔵）

図6 白い鳥と人面を象嵌したトンボ玉（文献9 · 10より）

て功績を称えられた者こそ 「王賜」銘鉄剣と共に埋葬さ

れた市原市稲荷台1号墳の被葬者であろう。 彼は金銅板

で飾られた鉄製短甲を身につけ、 弓矢を装備していた。

一方、 同じ墳丘に葬られたもう一人の被葬者は鉄製の金

具を取り付けた最新の胡録（矢筒）を装備している。 彼

らがヤマト王権の軍事力の一翼を担う存在であったこと

は 「王賜」銘鉄剣によって知ることができる。

このころ、 木更津市長須賀古墳群に、 特異なトンボ玉

がもたらされている。 1927（昭和2)年発行の考古学

雑誌第17巻第12 号で後藤守ーが 「我が上古時代に於

けるガラス」に報告したものである。 「上純君津郡木更

津町附近稲荷森発見」のトンボ玉として、 文様の回転写

真が付されている。 そこには、 数羽の白い鳥 ・ 五弁の花

とともに眉のつながった彫りの深い人面が背中合わせに

象嵌されている。 これによく似たトンボ玉が韓国 ・ 慶州

市の味鄭王陵C地区4号墳から出土しており、 5世紀

代の古新羅王族の墓といわれる。 連眉の人物は、 大きな

碧眼をもち、 鈎鼻で真っ白な顔色の白色人種である。 さ

らに類似品を求めると、 5~6世紀のジャワのトンボ玉

として、 コバルトブルーの素地に多数の白い烏を埋め込

んだ例が谷一 尚氏によって紹介されていた。 ジャワの

例には連眉の白色人種の意匠はないが、 白烏の形や色使

いは極めてよく似ている。 味鄭王陵の例について、 由水

常雄氏はロ ーマ文化圏と古新羅との交渉によるものとい

う見解を示しておられたが、 東南アジアから海路朝鮮半

島、 あるいは房総半島に運ばれた可能性も否定できない
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図7 埴輪と石材に見る内海の地域間交流

であろう。弥生時代後期に新出する紺色のガラス小玉の

流通経路に関する近年の研究では、それらが近畿地方を

介さず海路で総武の内海東岸に搬入され、この地を経由

して各地に運ばれたことが提示されている。

4 東北への水ロ ー香取海 一

(1)香取海周縁の文化圏

古鬼怒川下流域の湖沼地帯を包摂した香取海は、古代

常陸国と下総国の境界となるが、西日本起源の弥生文化

の境界でもあった。環濠集落・方形周溝墓 ・小銅鐸の受

容は、香取海南岸で止まっている。しかし、この内海沿

岸の水運による交流は活発で、弥生・古墳時代を通じて

日常的には同じ生活圏を形成している。

古墳時代になると、変革の波は香取海を越えて浸透す

るが、この土地ならではの文化を生み出しており、旧国

名を冠して常総型と呼称されている。中期には古墳の葬

送儀礼に用いた常総型石枕、後期には小型の前方後円墳

のくびれ部に箱式石棺を配した常総型古墳、日常什器と

して広範に用いられた磨き仕上げの常総型甕などを挙げ

ることができる。

後期の関東地方は、集落・古墳ともに規模が拡大し、

流通も一層盛んになる。特に、二つの内海をめぐる広域

の地域間交流が発展し、その形跡が各地の首長によって

交換された埴輪や石材分布に表れている。こうした相互

交流によって育まれた関東地方の存 在感は、後期 ・ 終末

期古墳の大型化や豪華な副葬品に象徴される。この関東

地方の隆盛には、旧来の勢力に加え、この時期に開発さ

れた地域を基盤とする新興勢力の関与が大きい。一方、

隋・唐王朝の新たな制度を採用して変革を進めつつあっ

た王権によって、この地域は東北進出の拠点としての役

割を背負うことになる。その機を見て新たな時代の担い

手となったのが、香取海南岸の印脂郡龍角寺古墳群の被

葬者であった。やがて、古墳時代 終末期最大の方墳 ・岩

屋古墳(78mX76m)を築いて、在地首長の頂点に立つ。

おそらく、東北に向かう海道の主甜者として地位を高め

たのであろう。

(2)横穴墓の北上

後期・終末期の房総と他地域の交流を示す資料として、

横穴墓にも注目しておきたい。横穴墓は、古墳時代後期

(6世紀）を中心に5世紀後半～7世紀にわたって築か

れ、九州から太平洋側は東北南部（宮城）、 日本海側は

北陸（富山）まで分布している。四国や瀬戸内海、内陸

部の分布が極めて希薄で、外洋沿岸部に沿って濃密に分

布している。後期群集墳と併存することから、 在来の集

団とは出自を異にする集団の墓と考えられる。また、地

域ごとに構造や形式が様々で、同じ地域内でも群ごとに

異なる形式を採用している例が多い。このうち、房総半

島太平洋側の東上総（現在の茂原市・長生郡域）に集中

して見られるのが、羨道と玄室の境を高い隔壁で区画し

高段式横穴墓

集中分布地域

0 ,oo �℃m 

図8 横穴墓の分布（文献11より）
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た高壇式の横穴墓である。 垂直に近い隔壁は、 l.5m前

後の例が多いが、 2m近い例も少なくない。 羨道からは

玄室内が見えない構造である。 玄室の平面形が横長で、

左右に棺台を配した大型の例が多い。 天井部はド ー ム形

と屋根形があり、 後者は梁や棟を陽刻した家形の玄室に

なっている。 内部の壁面は手斧などで丁寧に整形された

精緻なつくりで、 その造形には高い技術力が不可欠であ

る。 畿内の切石積横穴式石室や家形石棺を製作した石エ

の関与も想定される。 副葬品の明らかな例では、 群集墳

の中核墳と同等の武器・装身具をもち、 ほとんどの例に

東海地方西部から搬入した湖西産の須恵器が供えられて

いる。 この高坦式横穴墓が宮城県東松島市の矢本横穴墓

群にあり、 29号募から出上した須恵器坪の底面に 「大

舎人」の塁書が見つかったのである。 また、 古代牡鹿地

方の役所跡である赤井追跡からも「牡舎人」の墨書土器

が1点、 「舎人」と刻古された土器が7点出士しており、

矢本横穴墓群が飛鳥時代～奈良時代の牡鹿地方官人層の

墓域と考えられるようになった。 矢本横穴墓群からは、

湖西産、 猿投産とともに、 房総に通有の土師器も出土し

ており、 東上総の横穴墓被葬者層の出自に関連する資料

として注目できる。

東上総は夷隅川流域を本拠 地とする伊甚国造の領域と

推定されるが、 中期以降大型古墳がなく、 記紀の伊甚屯

倉の献上記事にあるように、 古墳時代後期に王権の直轄

領になった可能性が高い。 王命を帯びた屯倉の管掌者一

族が当地に派遣され、 新しい墓制として横穴墓を採用し

たとすれば、 当地に後期大型古墳や群集墳が存在しない

ことと符合する。 また、 横穴墓の精巧な構築技術 や豊か

な副葬品も被葬者層の地位を反映したものといえる。

静岡県伊豆の国市大北横穴墓群24号墓の石櫃には 「 若

舎人」と刻まれており、 飛鳥時代末葉の土器が伴出して

いる。 王権の用命を帯びた要人とその集団が太平洋岸を

移動し、 東北へ向かった海路上に横穴墓が分布している

といえないであろうか。 各地の様々な型式の横穴墓群に

も適用できるのか、 注目すべき課題である。

5.まとめにかえて

弥生時代～古墳時代を中心に、 海を介した房総と他地

域の交流史を概観した。 その担い手には、 古来漁業と航

海に習熟した海辺の民であった 「海人」が大きく関与し

ていたと思われる。 古代の文献では、 『 日本書紀』応神

3年11月の条に、 各地の 「海人」が命に従わないため

阿曇連の祖大浜宿禰を派遣して平定させ、 海人の宰とし

たことが記されているのをはじめ、 王権に海産物を貢納

し、 あるいは水先案内をつとめる海人の記事が見える。

裏を返せば、 彼らが王権にとって御しがたい存在であっ

たことがうかがえる。 古代史料に海人・海部・大海・凡

海部などと表記される海洋民集団は、列島各地に分布し、

畿内から東では伊勢・尾張・三河・遠江・上総、 信濃・若狭・

越前・能登・越中に見られる。 日本海沿岸、 古東海道の

海上交通を掌握した海人たちが弥生時代～古墳時代の追

跡に大きな足跡を残している。

関東地方とヤマト王権との関わりには、 内陸道も重要

な役割を担う。 特に古代上野国にあたる上毛野は古墳時

代を通じて王権と密接なつながりをもち、 東国では別格

の存在であった。 古墳時代の房総の国々は、 それに比肩

する海道の拠点勢力として、 三方に開かれた海路を舞台

に様々な地域と交流し、 新たに入植する人々を受け入れ

て発展した。 しかし、後期の王権による東国の再編では、

上毛野と共に東北進出の両輪に組み込まれ、 次第に地方

官としての性格を強めている。
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水中遺跡保護の在り方について

文化庁文化財第二課埋蔵文化財部門

1. はじめに

•水中追跡から得られる情報は、 陸上の歴史事象を中心

に構築されてきた我が国の歴史と文化に対する理解を

一庖深めるために極めて重要である。

・ 我が国における水中遺跡の保護の必要性、 現状と課題，

在り方等について基本的な考え方を示すことを目的と

して、 検討に着手した。

2. 平成29年報告について

第1章 水中遺跡とは

1. 水中追跡の定義：「海域や湖沼等において常時もし

くは満潮時に水面下にある遺跡」

※迫跡の種別ではなく、 存在形態による区分

2. 水中迫跡の種類と特性

・ 種類：沈没船及びその積み荷／散布地／自然営力によ

り水没した迫跡／陸上と一体的に構築された施設等

・ 物理的特性：水面下のためアクセスが困難。 陸上に比

べて形成 要因が一 回性であることが多いため、 遺物の

高い完形性や一括性を保持することが多い。 一方で、

物理 ・ 生物被害による劣化 ・ 滅失の危険性がある。

・ 歴史的特性：列島の地理的環境を鑑みると、 陸上の遺

跡等から分かる歴史的事象をより一層明らかにできる。

3. 水中追跡保護に関する現状と諸課題及び報告の目的

・ 約46万8,000箇所の周知の埋蔵文化財包蔵地のうち

水中追跡は387箇所にとどまる。

第2章 諸外国における水中遺跡保護の現状

1. 諸外国における水中遺跡保護の経過

・ 欧米を中心に潜水技術 が高まった1960年代以降に沈

没船の引揚げが相次ぎ、 保護意識の向上をうけ、 行政

的な対応や専属の研究機関が設置される。

•水中追跡の保護に関する条約：引揚げから現状保存へ。

やむをえない場合には発掘調査を行う。

2. 諸外国における水中遺跡保護の成果と課題

・引き揚げた沈没船や追物の保存処理 ・ 活用と維持管理・

モニタリングの課題がある。

3. 我が国において検討を要する事項

・ 調査方法と調査主体、 必要となる費用 ・ 技術 ・ 設備 ・

人員、 迫跡の維持管理 ・ 活用の方法等。

第3章 水中遺跡保護の現状と課題

1. 水中遺跡保護に関するこれまでの主な取組

⑩ 

・ 滋賀県：琵琶湖総合開発に伴う調査（昭和48～ 平成

3年度）等

•長崎県松浦市 ・ 東海大学 ・ 九州大学 ・ 琉球大学：脱島

海底遺跡の調査（昭和55 ～継続中）

・ 文化庁：『遺跡確認方法の調査研究一水中追跡一』（昭

和55年度）・ 『追跡保存方法の検討一水中迫跡一』（平

成11年度）

2. 水中追跡保護に関する行政的な課題

・ 外国事例を参照しつつ、 行政的な保護措置として水中

遺跡を取扱う際の考え方を整理する。

•特に第1段階の「把握 ・ 周知」が不十分であり、 その

充実が最大の課題である。

・ 引揚げ追物の取扱、 開発事業への対応方法等の考え方

の継続的な検討が必要である。

第4章 水中遺跡保護の在り方

1. 陸上の埋蔵文化財行政との共通点と相違点

(1)共通点：保誰の考え方は陸ヒと一致

※文化財保護法が適用される。

(2)相違点：水中という特殊環境下での作業を行う上

で必要な知識 ・ 技術・資格 ・ 費用（潜水 ・ 設備 ・ 保存処理 ・

行政手続き ・ 法令等）

2. 水中遺跡保護の在り方

(1)把握 ・ 周知

・ 把握 聞き取り、 文献， 過去の発見記録／沿岸部踏査、

水上からの目視、 海底地形の分析による範囲の絞り込

み／各種探査、 必要に応じて潜水作業

・周知：埋蔵文化財包蔵地として扱うべき水中迫跡の範

囲（平成 1 0年円滑化通知に加え、 国内外の物流 ・ 交

易 ・ 商業活動等や外交史の観点）

(2)調整

・ 開発事業の把握、 調整（港湾 ・ 海浜等の開発行政を所

掌する機関に対して水中迫跡保護に関する情報を提

供、 開発事業の計画段階から文化財保護部局の関与が

必要）

( 3)保存

・ 保存の形態（現状保存、 文化財保護法や条例による史

跡指定等、 記録保存）

・ 保存の措置（障壁や閲い土の設置、 木質迫物は覆い土 ・

銅網等、 モニタリング）

(4)活用



・迫物の公開、 水中追跡に関する情報の公開、 発掘調査

成果の公開、 ダイビングツアー等

(5)水中追跡の調杏の際に必要な留意点

・沈没船 及び積載物であった迫物の取扱い （調査以外の

引揚げ迫物も文化財保謹法が適用される）

•水巾辿跡保股に係る供用、 沈没船の引揚げ（引揚げ後

に必要となる休制と設備、費用等を含め総合的に検討）

3. 水lれ追跡保誰の体制

(1)市町村の役割：水中追跡保設に関する情報の公開、

開発事業者への梢報提供と協力関係の構築、 地域住民

への水111追跡保詭の意義を周知

(2)都道府県の役割：埋蔵文化財包蔵地の決定、 開発

事業との調整において追跡の取扱いを判断、 市町村に

対する助言・支援、 市町村で対応できない規模や内容

の業務への協力

(3)国の役割：諸外国の水中迫跡保護の動向等を把握

し我が国の取組に反映、 地方公共団体の取組を支援

3. 水中遺跡保護のための「てびき」の検討

(1) U的

水l|1追跡保護の推進のために、 地方公共団体への支

援を目的としたマニュアルの作成を行う。 また、 その

作成のために必要な技術等に関する情報収集及び検証

等を目的とした調杏研究を行う。 事業の一部は国立文

化財機構に委託して行う。

(2)体制

・調杏検討委員会： 赤司善彦、 池田榮史、 今津節夫、 木

村 淳、 坂井秀弥、 佐藤 信、 禰亘田佳男

・協力者会議（作業部会）：赤司善彦（兼委員）、木村 淳（兼

委員）、 禰宜田佳男（兼委員）、 新里亮人、 鈴木一有、

吉田東明、 奈良文化財研究所研究員

(3)内容

•国内の水巾迫跡保護手法に係る調査研究 ：てびきの主

な記載項目となる①「把握·周知」、②「調整」、③「保存」、

④「活用」 に関してさらなる情報収集・事例調査を目

的とした調査研究を行う。

．悔外における水中迫跡保護手法に関する情報収集

・てびきの執筆・編集

(4)検討の経過

•平成 30年度：てびきの記載項目照会・調査 ・検討

⑪ 

検討委員会： 7月・ 3月

協力者会議： 7月・10月・12月・2月

•平成31 （令和元） 年度：てびきの記載項目検討·確定 ・

執筆内容の検討

検討委員会： 6月・ 3月

協力者会議： 6月・ 8月・11月・ 2月

．令和2年度：てびきの内容検討 · 確認・執筆

検討委員会： 6月・ 3月（予定）

協力者会議： 6月． 8月・11月・ 2月

(5)今後の予定

．令和3年度：てびきの編集・刊行

．令和4年度：てびきの周知

(6)現在の検討事項

・「てびき」の体裁：B5判、 オ ールカラ ー、 約200頁、

書名「水中遺跡のハンドブック」

・「水中遺跡のハンドブック」の章立て案

1. 概説

水中遺跡保護の意義、 日本における水中追跡保護の現

状と課題、 陸上の埋蔵文化財との共通点と相違点

2. 埋蔵文化財の保護と水中追跡

水中遺跡の定義と対象範囲、 保護の制度、 水中追跡に

特有の留意事項

3. 水中遺跡の調査方法ー遺跡の把握のための調査—

調査の流れ、 調査の体制、 基礎情報の収集と整理、 水

中遺跡の把握のための調査、 探査

4. 水中遺跡の調査方法一発掘調査一

発掘調査の種類、〔調査の種類、 潜水を伴う発掘調査、

潜水を伴わない発掘調査（干潮時の調査、陸地化調査）〕

5. 水中遺跡と出上遺物の保存と管理

水中における遺跡の保存 ・モニタリング、 引揚げ後の

出土遺物の保存の実務

6. 水中遺跡の活用

活用の考え方、 日本の活用事例、 海外の活用事例

事例集：時代別・種別別・手法 別の調査事例、 教育研究

機関、 索引

※「水中遺跡のハンドブック」章立て案は検討中のため、

今後、 変更する可能性がある。



森桟橋跡の調査と地域史への位置づけ

高橋 毅 森町教育委員会

1. はじめに

森桟橋跡は、 明治政府の北海道開拓事業として函館か

ら札幌に至る道路（札幌本道）建設のうち、 唯一の航路

である森 ・ 室蘭間を結ぶ「森蘭航路」の森側の波止場跡

である（写真l)。 航路は昭和3年に廃止されたが、 近

年になって様々な分野で注目されてきたことを契機に、

森町教育委員会では航路の物証である森桟橋跡を地域の

歴史にとって重要なものと考え、 平成 30年から2カ年

にわたり調査を実施した l) 、 2)。 本稿は、 森桟橋跡の調

査の内容や成果と課題、 現状における遺跡の理解を示す

ものである。

写真1 森桟橋跡干潮時（南から撮影）

2. 森桟橋跡の調査

森桟橋跡の歴史 森桟橋跡は、 明治2(18 69)年に札

幌に設置された開拓使により、 明治4年から明治 6 年

に行われた札幌本道(45里、 約177km) 建設の中で築

造された「森村埠頭」 3) の跡である。

札幌本道は函館を出発し、 大沼を通り、 森から室蘭ま

で海を渡り、苫小牧・千歳を通過し札幌に到達する。当初、

北海道開拓使顧問のホ ー レス ・ ケプロンは函館から砂原

を経由して室蘭へ渡る計画を立てていたが、 砂原は飲水

が乏しく波風も強いという理由から、 森村に埠頭を築い

た。 明治5年に森 ・ 室蘭間の定期航路を開始し、 同年か

ら翌年にかけて森側に森村埠頭、 室蘭側に室蘭港（トキ

カラモイ）が築造された。 開拓史の御用掛として建設に

着手した平野弥十郎は「夫より森村へ旅宿を転し、 森村

海岸木製波戸場建築に従事す、（中略）此請負人は加納

方にて、 波戸場長今年七拾五間、 後亦弐拾五間を増し百
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閻となす上、 幅弐拾尺木製にして、 杭間小石詰成り、 杭

はパイリン器械を用て打立る、」と当時の様子を日記に

記している 4) 。

明治6年 11月、 全長約257.Sm( 1 間＝1.818m • 1 

尺＝0.303mで換算）幅約6.3m、南北に伸びた前方部（沖

側）が東に「く」状に折れ曲がる埠頭が完成した。 当時

の様子は『開拓使事業報告』第2編（大蔵省188 5) に

以下のように記され、 同書には「森村埠頭斜面図及び構

造図」（図1 ) も図示される。

是月森村埠頭築竣工木製ニシテ長百四十一間 幅三間三尺

近傍山林ノ栗樽等ノ材二該地方涌出ノ石油ヲ塗リ之ヲ用

井鐵ボ ート及銅線ヲ用テ緊結シ其本水底二入ル甚深ク又

石ヲ梵ミ潮汐ノ噛蝕二備フ方位北二向テ築出直線五百五

十尺又東北二曲折斗出スル→三百尺潮汐干満二依リ深浅

差アリト雖モ満潮深二丈三尺干潮亦一丈八尺二減セス埠

頭裔ハ満潮水面ヨリ六尺通行般路一 ヶ所段階四ケ所ニテ

船舶直二埠頭ノ傍二投錨スルヲ得ヘシ

埠頭の完成後、 明治26 (189 3)年に青森 ・ 函館間の

定期航路が室蘭まで延長され、 森・室閣間の航路は廃止

となったが、 明治43 (1910)年、 波浪によって破損した

埠頭の前方部をとりさって「Tの字」型に改修し、 待合

所も新設され、 再び森 ・ 室蘭間の航路が開始される。 再

開から20年を経た昭和3 (1928)年、 長万部と室蘭（輪

西）間の鉄道が開通したことをきっかけに利用者も減少

し、 航路はついに廃止となった。

航路廃止から8年後の昭和11年、 桟橋跡付近は当時

の史蹟名勝天然記念物保存法により「明治天皇森行在所

祉及御上陸地」として史跡指定（昭和11年11月2日

文部省告示第349 号）され、 昭和14年に高さ10m

の明治天皇御上陸記念碑が桟橋跡に設置された。 これは

明治14 (1881)年に明治天皇が北海道の開拓状況を視

察に道内を巡行し、 室蘭から航路を利用し森桟橋に上陸

したことを記念したものである。 昭和23 年に史跡は解

除（昭和23年 6月29 日 文部省告示第64号）され

たが記念碑は現地に残っている。

調査の経緯と目的 桟橋跡は明治6年に竣工し、 一度の

廃止・再開を挟んで昭和3年まで利用された。 その後一

部の杭等の橋脚部分のみが波の浸食等を受けながら現在
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森村埠頭斜面図・構造図図1

まで残存してきた。そうした状況のなか、平成27年頃

より地域振興の一環として「森蘭航路」の活用が検討さ

れ、町内でも関心が高まりつつあった。さ らに平成29

年には文化庁を 中心に検討を 重ねていた『水中遺跡保護

の在り方について（報告）』 5) （以下『報告』という。）

が作成され文化財保護行政における水中遺跡保護の方向

性が示されたこと、また近年の気候や自然災害等による

水中環境への影響や変化による遺跡の劣化や滅失が急激

に生じる恐れもあること等を考慮し、町教育員会では町

の歴史にとって重要な森桟橋跡は現況を 確認し記録を作

成する必要があるという認識に至った。以上ことから平

成30年に周知の埋蔵文化財に森桟橋跡を登載し、同年

より遺跡の現況確認と適切な保護と周知に必要な情報を

得る目的による調査を2カ年実施した。

位置と環境 森桟橋跡は、北海道南西部の噴火湾南岸に

ある森町の市街地を流れる森川の河口から西に約330

m、水深0.8m～標高0.2mに位置する海底遺跡である。

満潮時は海面下、干潮時は陸上となる状況を繰り返す水

際に立地している（図2.写真2 )。

遺跡は桟橋の橋脚の一部である木杭や板材、周囲に集

積した石等で構成される。遺跡の中央付近 には高さ 10

mの明治天皇御上陸記念碑が建っている。

図2

写真2

} ど、 9f‘, 9 

｀ダ

森町と森桟橋跡位置図

森桟橋跡俯諏（北西から撮影）

内鴫鴫

北は沖、東・西は大小の石混じりの砂浜が続き東に森

川、西に約6 50mで鳥崎川河口に至る。南は石が集積し

た砂浜が約10m続くと波返しのついた高さ2 m以上の

護岸用コンクリ ー ト壁が立ち、壁の向こうはJ R北海道

函館本線の線路と森駅がある。壁の海側は、市街地から

線路下を潜るコンクリ ー ト製の排水路が浜に向かって突

き出ており、廃棄され用途不明の構造物も複数残ってい

る。線路を挟み陸側は遺跡から約 60mの地点に森桟橋

跡の看板があり市街地に至る。遺跡からは気象条件の良

い日に湾の沿岸を 一望に見渡すことができ、対岸にある

羊蹄山や有珠山などの山並みや室蘭の白鳥大橋等の構造

物も確認することができる。

調査方法 調査は、気象庁ホ ー ムペー ジにおける潮位表

(https://www. data.jma. go.jp/gmd/kaiyou/db/tide/suisa 

n/index. php) を参照しながら計画や作業を行った。干

潮から満潮までの時間は長くて5 時間程度であり、満潮

にならなくとも潮が満ち始めてくる段階で低い杭から
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徐々に水没していくため、 実際の作業時間は3時間程度

であった。

平成30年の調査は、 遺跡の現況を記録する方法とし

て、 追跡の規模や潮位や気象等の条件から 写真測量を採

用した。 測畠業務は株式会社シン技術コンサルに委託し

た。 測凪は杭等の位置や石の範囲等の周辺地形はドロ ー

ンに搭載したデジタルカメラで の空中撮影により、 杭等

の詳細な形状は地上から のデジタルカメラで の撮影によ

り記録し、 撮影デー タからオルソ画像を作成し、 全体図

（図3)、 杭等の平面図（圏4)．立面図（図5) の数値

地形図を作成した。

令和元年の調査は、 前年作成した全体図や地形圏を元

にして、 周辺の杭や板の残存状況を確認するための現地

踏査と発掘調査を実施した。 発掘調査は、 桟橋跡の東西

方向及び南側への広がりを確認するために5 カ所の調査

区を設定し、 実施した（図6)。

調査の記録 木杭が 残る主要な範囲は南北約 33.3m、

東西約llmである。 木杭は251 本を確認した。 杭は長

さ や太さから 大小の違いがある。 例えば杭 No40· 43 · 

47は大きく、 その間に挟まれる杭No41 · 42 、 44 ~46

は小さ い。 杭の南北の並びにはこのような傾向が顕著に

見られる部分がある。 この南北の並びを1 列とし、 杭

No 1 ~68を A列、 杭No69~77をB列、 杭No78~

90をC列、 杭No91 ~100をD列、 杭NolOl ~127 

をE列、杭Nol28~149をF列、杭Nol50~155 をG列、

杭Nol56 ~234 をH列、 杭No235 ~239をIとした9

列を便宜上区分する。 各列の杭の本数はA列68本とH

列79 本が多く、 次いで C列13 本、 E 列27本、 F 列

22 本が多く、B列9本、D列10本、 G 列6 本、 I 列5

本となる。 杭の大小の違いは本数が多いA·H列で顕著

である。

この木杭に沿って縦横に横長の板が圏かれている。 板

の残る範囲は杭の範囲より狭く、 南の陸側である。 板は

23枚を確認した。 厚さ8~15cm の板が21枚、 同じく

厚さ1 ~2 cm の板が2枚である。 板は木杭を支えるよ

うに複数の杭に沿って1 ~2枚が 横置きで 配置される。

杭No28の杭と板は釘で固定されている（写真3)。 板

は南北の杭列以外に、 東西に並ぶ複数の杭に沿っても配

腔される。 A列南側を見ると、 南北方向の板の上 に東西

方向の板が童なっている。 東西方向の板は、 A列杭 No

写真3 釘で固定された杭と横板
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図6 令和元年度調査区配置図

1 ~ 6 やH列杭No.156 ~160を見ると、 大きな杭と3

本の小さ な杭の間に配置される（写真4)。

石は杭や板の間だけで なく、 海中にある沖の方にも広

がりを確認で きる。 ま た、H列とI列の間にはコンクリ ー

トのようなものが 南北に敷かれている（写真5)。 幅は

約50~70cm、 両側を厚さ1 ~2 cmの板材で仕切られ、

北側も同様の板材で仕切られる。 南側は、 大礫を重ねた
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壁のような構造物が突き出ており、 コンクリ ー トはその

下部に敷かれ、 壁のような構造物の基礎とも考えられる

（写真6)。

2カ年の調査により採集した遺物は、陶磁器類 67点、

硝子製品4点、 金製品26点、 銭貨8点である。陶磁器

は破片であり、 割れ口や表面の摩滅が著しく、 一定期間

写真4 杭と横板の配置

写真5 TP 2コンクリ ー ト状の敷設物
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水中等の環境にあり風化

したことが伺える。 皿 ・

碗 ・ 甕が見られる。 金屈

製品は、 栓抜きや灰なら

し、 壁掛け用のフック等

比較的最近と思われるも

のも含まれている。 頭部

の形態が判然としないが

断面ほぼ正方形の和釘が

1点ある（図7)。銭貨は、

文久永宝、 明治時代の五

銭、 大正時代の一銭、 十

銭がある。 遺物は総じて

幕末以降のものと考えら

゜

Q
 

れる。

3. 調査の成果と課題

今回の調杏では、 これ

まで述べたように桟橋の現況を記録し、 保護や活用を検

討していくうえでの成果や課題を見出すことができた。

水中遺跡は、 『遺跡保存方法の検討—水中辿跡ー』（文

化庁2000) 6) では「水中に埋蔵文化財が所在する場合

その場所」とし、 この考え方を踏製し 『報告』では「海

域や湖沼等において常時もしくは涸潮時に水面下にある

遺跡 」 を対象として定義されている。 この定義を基に、

満潮時に水面下にある森桟橋跡を水中 （海底）辿跡とし

て包蔵地に登載した。 『報告』では、 「なお、 船着き場を

もつ港町のような港湾関係等、 陸上から水域にかけて展

開して連続性と一 体性が強い遺跡の水域部分について

は、 状況に応じて、 その都度、 取り扱いについての検討

が必要である。」としている。森桟橋跡も似た状況にある。

今のところ、 遺跡は洵岸部の杭を主休に板や石で構成

されると考えるが、 石は桟橋建設時のものと周囲の海岸

にある自然石との明確な区別はできていない。 また当時

の桟橋の長さと現存する杭列の長さは一致せず、 陸側か

沖側に桟橋が続いていた可能性が高い。 追跡の範囲は今

後の調査により十分に検討する必要がある。

2か年の調査では、 調査前よりも現地を観察する機会

が増え、 様々な状況を確認できた。 一例として、 6~8

月にかけては満潮時に遺跡に堆禎する砂や洵藻の類が大

量であることが把握できた（写真7·8)。事前の計画では、

゜ 10cm 

図7 採集遺物 釘
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干潮の状況からこの時期を調査期間に充てていたが、 調

査では想定以上の砂や海濠を除去しなければならず、 一

度除けても滴潮を挟むと再び同じように堆積し、 測贔や

写真撮影時の清掃作業は極めて困難な作業となってし

まった。 調査における課題となり、 現地の経過観察の重

要性を認識した。

写真7 森桟橋跡に堆積した砂

写真8 森桟橋跡に堆積した海藻

桟橋の構造については、 当時の写真や図面等の数少な

い記録が参考になるが、 これらは海中および海底にあた

る部分つまり桟橋の基礎のことが詳しく示されていな

い。 今回の調査で記録できたものは、 その基礎に当たる

部分である。 杭や板、 石は桟橋の基礎を構成していたも

のであり、 桟橋本体や人が渡る床を支えるために工夫が

なされている。 大小の大きさの異なる杭、 杭に固定され

た板、 杭の間に配置された板は、 貰や梁のように柱であ

る大きな杭を固定し桟橋の強度を増すための方法と考え

られる。 杭と板の固定は、 杭No28とその西側に配置さ

れた板が鉄釘で固定されている（写真3）。 さらに表採

⑲ 

遺物である和釘（固7) が杭と板を固定していた釘その

ものの可能性がある。 この釘穴と見られる穿孔をもつ杭

は杭No36 • 43 • 49 • 123 • 223 • 228に確認できる（写

真9)。 周辺に広がる石についても、 平野弥十郎の日記

の「詰石」や『開拓使事業報告』の「石ヲ続ミ」に示さ

れるように杭や板の固定、 保護の機能を持っていたと思

われる。 一方で、 桟橋は度重なる波浪の影響を受け修復

が繰り返されているが、 この点に関し現在確認できる杭

や板、 石がどのように互いに機能していたのか、 修復の

在り方、 当初の桟橋の構造はどの程度のものであったの

かという点は今後の調査の課題である。

写真9 杭丑9 釘による穴

今回の調査ではないが、 砂に埋設している部分に関し

て興味深い事例がある。 昭和52年、 町教育委員会と町

文化財調査委員会は、 森桟橋跡の璽要性の認識から、 波

浪により劣化・滅失していく橋脚を保存するためとして、

杭2本を海底に埋まっている部分で切り取り、 採集して

いた。 現在は森町公民館郷土資料室で展示されている。

2本の杭は地上に露出していた部分が現在の桟橋跡の

杭に見られるように痩せており、 そのうち1 本は海底

に埋設していた部分の方が太く角材の面取りが良好に

残っている（写真10)。 桟橋の強度を保つため、 平坦に

加工し、太い杭の脇に長い板を固定していた部分である。

杭の状態は、 地上（海中）に露出し、 波浪の影響や環境

条件の変化にさらされる部分より、 地中（海底）に埋設

された部分が良好な保存状態であることを示している。

このことから桟橋跡周辺の砂の下には杭、 板材や石が埋

まっている可能性が非常に高く、今後の調査だけでなく、

保護の検討の際にも留意する点である。



森桟橋跡の調査と地域史への位置づけ

写真 10 昭和 52 年に採集した杭（左の杭下部に加工面が残る）

4、 地域史への位置づけについて

『森町史』 7) によると、森の地名の由来はアイヌ語の「オ

ニウシ」（木の多く生えている所）を 「森」と訳したとされ、

1731年に刊行された津軽藩史『津軽一統志』に「もり」「と

ち崎」「かやへ」という地名が見られるのを最も古い記

録としている。 森は、 天明2 (1782) 年に和人が移住

してから定住者が増加するが、嘉永7 (1854)年の調査 8)

ではより古くから和人が定住した鶯ノ木の支村となって

いる。 正式に「村」として独立したのは、 箱館六カ場所

の各村が正式に「村」として認められた安政5 (1858)

年であったとされる。 当時の森村は、 東の尾白内村と西

の熙ノ木村に挟まれた、 範囲（現在の市街地の中心） に

あたる。 その後、 箱館六カ場所として記載された競ノ木

ではなく、 幕末から明治にかけて発展した「森」 が現在

の町名に採用された。 こうした背景の一つに、 札幌本道

開通及び森桟橋跡による多数の人々の往来やその拠点と

しての村の発達といった要因が考えられるのではないだ

ろうか。

森町の歴史において興味深いことは、 桟橋建設の際に

杭に石油を塗ったという記述が2 つの文献に見られるこ

とである。 『開拓使事業報告』 では「近傍山林ノ栗樽等

ノ材二該地方涌出ノ石油ヲ塗リ」とあり、 平野弥十郎の

日記にはより具体的に以下のように記している。

此杭打中榎本武揚氏随行の書生四五名を連れアズシの

洋服に編笠を冠られ北海道巡視して森村に来り杭木に腰

かけパイリンにて杭打居るを見ながら休足せられ鳶人足

が煙卿呑み居たるきせるへ自分のきせる差付て火をうつ

し煙卿呑みわらんずはきにて休み居らるる姿は誰有て先

⑳ 

年函館戦争の総宰職榎本釜次郎と知る者なかりし 此時

榎本氏我に言ふハ此波戸場の杭木にテ ー ル （松より取る

油） を塗りて打込みなば永久保ち宜し 然れども此地に

今テ ー ル無し 駕の木村に石炭油の涌き出る小沼有る事

先年見園たり 其石油を取りて杭にぬりたらんには舟虫

の喰切るうれひなく且保ち方に利益有るべし 我と今よ

り行て見られよと云に依り榎本氏同道にて直に箆の木へ

行き海岸より三四丁山手へ入る所小山の下岬原の中に小

沼有り 拾間ばかりの池の如し 榎本氏が絃なりと示す

依て是を見るに溜り水面上に色黒きテ ー ルの如き油一

面に流浮き居りたり 其上面を静かに汲取るに貼ばり有

る黒色の油なり 榎本氏は此所に別れ黒松内の方へ進ミ

行きたり 夫より此油を同村の者に汲み取らせ森へ運び

杭毎に是を塗り打建けるに其功験にや有りけん

このことは、 『森町史』では 「わが国初の防腐剤を塗布」

として高く評価されている。 助言をした榎本釜次郎は、

明治元年に蝦夷地平定のため森町の熙ノ木に上陸した旧

幕府軍の総裁榎本武揚であることから話題性もある。 た

だし「わが国初の防腐剤」という点については、 様々な

分野から検証する必要があるだろう。

森桟橋跡は北海道開拓使事業及び札幌本道に関わる追

跡である、 と同時に森村発展の契機となり、 森町が形成

された歴史を具体的に示す重要な迫跡と考えられる。 特

殊な環境にさらされている遺跡であることから調査の実

施や保護と活用を図るうえでも様々な課題が生じてく

る。 それ故に遺跡が地域にとってどのような意義がある

のかを検討し、 このことを発信していく必要がある。

《註》

1)森町教育委員会『鷲ノ木2台場跡II 鳥崎遺跡Ill 森桟橋跡』

2019 

2)森町教育委員会『鷲ノ木2台場跡II 鳥崎遺跡IV 森桟橋跡1|』

2020 

3)大蔵省『開拓使事業報告』第2編、 1885、 p558-p560。

4)桑原真人•田中 彰『平野弥十郎幕末・維新日記』

北海道大学囮書刊行会、 2000、 p301-p302

5)水中遺跡調査検討会・文化庁『 水中遺跡保護の在リ方について（報告）』

2017、 p2

6)文化庁 『遺跡保存方法の検討—水中遺跡ー』2000

7)森町『森町史』1980

8)砂原町史編さん室 『砂原町史 第二巻資料編』2000



紀淡海峡・友ケ島の海底・水際の遺跡について

前田 敬彦 和歌山市立博物館

1. はじめに

和 歌 山 市 北部 の 和 泉 山 脈 は、 幅約10 km、 長さ 約

50km にわたり、 大阪府と和歌山県の府県境になってい

る。 この山脈は、 中生代白亜後期の地層で、 海底に堆積

した地層が隆起して形成された。 砂岩、 礫岩、 泥岩の互

層からなり、 厚さは 5000mにも達するとされる。 和歌
か だ

山市の北西端の加太地域は、 この和泉山脈が海中に没す

る地域であり、 加太沖には、 西より沖ノ島、 神島、 虎島、

地ノ島の4 島からなる友ケ島が位置する（固l)。 沖ノ島

の西方約5 k mには淡路島 （兵庫県）が位買し、 この間

が紀淡海峡となり、 沖ノ島と地ノ島の間が中ノ瀬戸、 地

ノ島と加太の間が加太ノ瀬戸と呼ばれ、 周辺海域は大阪

湾（瀬戸内）と太平洋側の干満潮の差により、 潮の流れ

が早く、 良好な漁場となっている。

友ケ島は、 江戸時代末に大阪湾への入口部として、 海

防対策の砲台が築かれ、明治時代にその璽要性は高まり、

国防のため淡路島と一帯の 「 由良要塞」として、 砲台・

堡塁・将校官舎・聴音所などの軍施設が建造され、 第二

次世界大戦後まで一般の者が立ち入ることができない要

塞の島であった。

沖ノ島は、加太から約6k mの沖合にあり、小型のフェ

リ ーで約20分で、 大阪湾側の野奈浦に到着する。 現在、

島内には、 レンガ造りの砲台跡・火薬庫跡などが多数遺
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図1 友ケ島の位置
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存し、 アニメ映画をイメー ジさせる光景とも称され、 近

年は観光客が増加している。

この友ケ島には、 砲台等の海防関係遺跡以外にも、 縄

文時代から鎌倉時代の各時代の遺物が確認される I) が、

周辺の海底からは、歴史的な遺物が引き揚げられたり（埋

蔵文化財包蔵地「沖ノ島北方海底追跡」）、 虎島周辺の海

岸からは城郭等の石材が搬出されたという特徴的な歴史

をもっている。

2. 海底の遺跡・沖ノ島北方海底遺跡

友ケ島 （沖ノ島）北方周辺の海底から、 網漁業の操業

に伴い土器や陶磁器が引き揚げられることは、 古くは江

戸時代には知られていたとみられる叫この紀淡海峡で
ふ け

網漁を行ってきたのは、 大阪府岬町深日の漁民でイカを

採るため、 底引網漁を行っていた。 漁により一緒に揚げ

られた陶磁器のうち、 特に青磁碗は茶器として、 「海揚

がり青磁」や「深日青磁 2)」として茶道関係者の間で珍

重されてきた。 他にも、 深日や和歌山市加太の漁船によ

り引き揚げられた陶磁器類は、 深日の宝樹寺やこの地域

の網元の堺の古家氏に、 和歌山市加太では淡島神社に持

ち込まれることが多かったとみられる。

海揚がりの陶磁器類について、 初めて考古学的な検討

を行ったのは、 森浩 一 氏である。 森氏は、 195 8（昭和

33)年、 大阪府岬町の中学校に保管されていた海底か

ら採集された青磁碗を見て、 海底遺跡の類例として関心

を抱いた。 その後、 岬町深日の宝樹寺等で現地調査や漁

民の聞き取りを行い、 引き揚げ地点としては、 沖ノ島北

方約1 km の「イカ場」とその東方の「ハゼ場」 の2ヵ

所あるが、 土器・陶磁器の大部分はイカ場で発見される

とし、 採集されている須恵器、 土師器、 瓦器、 陶磁器の

実測図などを報告した（図2)。 海底遺跡としての注意を

喚起するとともに、 当時、 考古学では扱われることが稀

であった中国製陶磁器を遺物として一早く紹介した。 こ

れらの海底遺物は、 他地域の海底遺物と較べて数量が多

く、 複数の時代にわたることが特徴とし、 海底遺物の成

因については、 船から破棄した場合、 船から神に奉納し

た場合、 船が沈没して積荷が海底に散布した場合の 3者

を想定し、 最も多い舶載陶磁器については、 沈没船を想

定した。

その後、 森氏は、 1967（昭和42)年から1968（昭

⑳
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図2 沖ノ島北方海底遺跡 （註3文献に加筆）
出土品 （①土師器高杯②須恵器瓶③・④青磁碗）

和43)年の和歌山市域の紀淡海峡地帯における漁村追

跡の試掘・踏査の際に、岬町の宝樹寺に所蔵されてい

た海底迫跡出上の陶磁器やJ:器の写真撮影・実測を行

い、青磁碗 28個体について写真掲載し、 「沖の島北方

海底追跡ー 通称いか場ー 」として、概要を再報告した4)。

西山要ー氏は、海揚がり資料として岬町宝樹寺、和

歌山市淡島神社の資料調査を行い、青磁碗を中心とし

て67点の実測図・写真を提示し、青磁碗について、 「七

官青磁の特徴をもつ一 群」 と 「天龍寺青磁の 特徴をも

つ一群」 があり、それらは 「時間的前後関係にあるの

ではなく、むしろ同時期の粗製品と精製品の差として

捉えるべきである」とし、その時期を 「明代中～後期」

に比定した5)。

海底追跡出土品について、1978 （昭和53)年には、

和歌山県立紀伊風士記の丘資料館において、特別展「紀

伊国～鎌倉・室町時代の生活と文化～」 展が開催され、

淡島神社や宝樹寺に収蔵されている青磁碗、青磁双耳

瓶、青磁皿 、染付碗など25点が展示された叫

和歌山市教育委員会は、1996 （平成8)年に淡島神

社において、海揚がり資料の調査を行い（図3)青磁

製品は74点（碗 66点、皿3点、鉢2点、小杯l点、

香炉2点、）で、青磁以外の中国製陶磁器は染付碗2点、

褐釉四耳壺l 点で中国製品は合計7 7 点を確認した。

⑫ 

図3 海揚がリの陶磁器（①青磁碗（蓮弁文）②青磁碗（雷文帯）
③褐釉四耳壺④肥前系青磁染付碗⑤肥前系陶胎染付碗⑥肥前系
染付皿）註7文献より）

その他、国産の肥前系青磁染付碗5 点、肥前系陶胎染

付碗2点、肥前系染付筒茶碗 1点、肥前系染付皿l点

が確認された7)。中国製品の49%、肥前系陶磁器の

5 6％にカキやフジツボなどの貝の付着が認められてい

る。資料群の所属時期は、中国製陶磁器は 15 世紀代の

室町時代で、肥前系陶磁器は佐賀県付近で焼かれた江

戸時代(18世紀中頃～後半） ものとし、ともに一括性

の高い時期の所産であることから、時期の異なる複数

の沈没船の可能性を指摘した。

また、和歌山市立博物館では、淡島神社所蔵の中国

製青磁碗・染付碗の寄託を受け、常設展の中世コ ー ナ ー

において展示紹介を行ってきた。2020 （令和 2)年5

月には、淡島神社に所蔵されている海楊がりの資料群

を一括で脊贈を受け、現在、資料整理中である。

海底遺跡の位證については、森浩 一氏の報告文 3) を

もとに沖ノ島北方約1 km の 「 イカ場」 が辿跡として取

り扱われているが、近年、東海大学木村淳氏により、

陶磁器を引き揚げた人へのアンケ ー ト調査が実施され

た。それによると、現在の遺跡位置とは重ならず、地

ノ島の北方や、地 ノ島南西の地点もある凡

3.水際の遺跡・虎島周辺の石切場

沖ノ島東端部に位饂する虎島は、東西約250m、南



北約280mの三角形状の小島で満潮時には、単独の

小島となるが、干潮時には岩礫の沖ノ島東端部と繋

がる。沖ノ島と虎島の間には、旧日本軍により構築

された軍用道路が遺存するが、中央部は崩壊してお

り、干潮時でないと徒歩で渡ることはできない。

和歌山城の石垣石材のうち、 和泉砂岩については、

友ケ島が採石地であることが指摘されてきた9)。石

垣の石材には和泉層群にみられる生物化石であるコ

ダイアマモの見られるものがあり、そのことを裏付

けている叫

当石切場について北野隆亮氏の報告文がある口)。

氏は、近世城郭である和歌山城の和泉砂岩の石切場と

して 「友ケ島石切場跡」を紹介し、 虎島には採石の痕

跡である矢穴が多数みられ、石材産出時期は、1600（慶

長5)年以降とした。また、石材搬入ルー トとして、「石

切場→海路→紀ノ川河口（紀伊湊）→運河（外堀）→内

堀→和歌山城」と示した。

虎島の東海岸から南西海岸は、 和泉砂岩などの岩盤
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③虎島東海岸 ④虎島東海岸（東よリ望む）

⑤矢穴石（沖ノ島東端北海岸） ⑦矢穴石（虎島南西海岸） ⑨矢穴石（虎島東海岸）
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⑥矢穴石（沖ノ島東端南海岸） ⑧矢穴石（虎島南西海岸、岩盤1) ⑩矢穴石（虎島東海岸）
図4 沖ノ島東端、虎島周

辺
矢穴石等の分布（①・⑨黒石哲夫氏提供 ③·⑩仲原知之氏提供）
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が北から南へ傾斜をもちながら露頭しており、 岩壁下

方には巨岩の転石もみられる。

現在、 岩盤に矢穴が遺存するのは、 虎島の東海岸、

南西海岸であり、 矢穴石は沖ノ島東端の北海岸と南海

岸にも追存しており、 虎島と類似の堆積・地形を示す

沖ノ島東端部 も石切場であったことが考えられる。 ま

た、 沖ノ島と虎島間に建造された軍用道路に利用され

た石材にも矢穴石が多数観察される。

今回、 観察されたものを中心に虎島周辺の矢穴の概

要を紹介する。 沖ノ島東端北海岸（図4⑤)では矢穴

石4個、 南海岸（図4⑥)では矢穴石1個が遺存する。

北海岸の矢穴口長辺 12) は 4.4~ 6.0cm、 矢穴深4.8~

7.5cmで、 南海岸に追存する矢穴石は、 平均で矢穴口

長辺7.1cm、 矢穴深6.1cm である。

虎島南西海岸には、 確認できた範囲では、 波打ち際

の岩盤に矢穴列が4カ所程度 遺存する。 岩盤の亀裂部

分を利用するように矢穴が配置された箇所もある。 矢

穴規模は長辺6.6~ 10.8cm、 底長4.8~ 8.6cm、 矢穴

深5~ 9.6cm である。 岩盤l （図4⑧）の表面は侵食

が著しく、 矢穴規模が縮小していることが想定され、

本来の規模はより大きくなると推定される。

虎島東海岸には、 岩盤や巨石に矢穴列が観察される

（図4⑨⑩)。 矢穴口長辺は、 6~ 10cm 程度で、 8cm

前後のものが多いという 13)。

4. 和泉砂岩石材の供給先

友ケ島から切り出された和泉砂岩石材の供給先とみ

られる和歌山城、 水軒堤防の状況について紹介する。

和歌山城の石垣石材の変遷

和歌山城（国指定文化財史跡）は、 紀ノ川河口の平

野部に築かれた平山城で、 標高約49mの緑色片岩の岩

山である虎伏山（岡山）に築かれている。 1585（天正

13)年に紀州を平定した羽柴秀吉は弟の秀長に築城を

命じ、 藤堂高虎らが普請奉行となったとされる。 築城

当初の石垣は、 緑色片岩の割石を野面積みするもので、

天守•本丸のある丘陵部と東堀外周部を中心に構築さ

れる 14)（図6①参照）。 この時期は、 桑山氏が城代・城

主をつとめたことから、 豊臣・桑山期と呼ばれる。
てん び さん

城に近接する片岩の岩盤からなる天妃山には、 岩盤

に矢穴が残され、 石材採取の石切場の一 つであったこ

とがわかる。 石垣に使用された片岩石材にも矢穴は少

⑳ 

数みられるが、 矢穴の配置が不規則で、 矢穴規模もば

らつきが大きい。 片岩には層状剥離する特徴があり、

石材として均質でないこともあり、 システム的に石材

を採取したという よりは、 岩質に合わせて、 適宜矢穴

を配箇し、 必要と考えられる規模の石材を割り取った

感が強い。

1600（慶長 5)年の関ケ原の戦いの後 、 入国した浅

野 氏 の 時 代（以下では浅野期 と記載する。 1600~ 

1619 年）に、 城の内郭整備が行われ、 和泉砂岩と緑色

片岩併用や和泉砂岩を使用した石垣が構築された。 さ

らに、城内では1700個以上の刻印石が確認されており、

その大半は浅野期の所産とみられている。 この時期の

城郭整備のために、 友ケ島の和泉砂岩の石切場が開発

されたとみられる。
よりのぷ

1619（元和5)年、 徳川家康の十男である徳川頼宣

が入国し、 紀州徳川家の居城となり、 1621（元和7)

年には、 江戸幕府より銀2000貫を賜り、 城の整備に

着手する。 西方の砂の丸、 南方の南の丸の整備や二の

丸の拡張が行な われ、 現存する岡口門（国重要文化財）

もこの時期に建設されたとみられ 14）、 各種工事に多量

の石材が必要となり、 浅野期に引き続き、 友ケ島の和

泉砂岩が活用されたとみられる。

さらに、 高石垣などの石垣角部にきれ いに加工され

た花岡斑岩が部分的に使用され（図6①参照）、 徳川期

と判断されている。

以上のように和歌山城の大規模な整備は、 16 世紀後

半から 17世紀前半にかけて、 城主の移り替わりととも

になされており 14) 、 多量の和泉砂岩が使用されたのは、

17世紀初頭～前半の浅野期と徳川頼宣による整備時期

とみられる。

苫さ(O`）

． 

矢穴口晨辺99m)

図5 和歌山城 矢穴□長辺と深さの関係グラフ（註15文献より）



②浅野期石垣

③矢穴石（浅野期石垣）
図6 和歌山城内の石垣と矢穴石
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和歌山城における石材の分析として、 北野隆亮氏に

よる発掘調査で検出された遺構単位での矢穴の検討が

あるI 5)。 北野氏は、 遺構単位で、 矢穴口長辺と深さに

規格性を見出し、 その法量分布状況から遺構面との関

係も整合性があることを示した（図5)。

分析によると、 浅野期石垣(17 世紀初頭。 徳川期の

二の 丸 拡 張以前の 石 垣）は、 矢 穴 口 長 辺 が10~

12cm、 深さ8cm前後で、 二の丸拡張後の江戸期の遺

構である石組溝1 （第2迫構面＝17世紀前半）が矢穴

口長辺4.4~ 7.3cm、 深さ3.1 ~ 7.7cmで、 同じく拡

張後の江戸期の石組穴蔵（第 2遺構面と推定）が矢穴

口長辺5.5~ 7.2cm、 深さ3.9~ 5.9cmであり、 浅野

⑳ 

④徳川期石垣（南の丸）

①和歌山城内石垣の石材分布図
（註13文献に加筆）

⑤矢穴石（徳川期石垣（南の丸）

期と比べて 規模が縮小する傾向にあることを示した。

また、 参考資料として、 浅野期とみられる砂岩割石を

用いた打ち込みハギの西外堀石垣の数値分布が砂岩 自

然石を用いる石垣lのグル ー プと徳川期の 迫構 グル ー

プ（石組溝 l、 石組穴蔵）との中間 に入ることを示し、

短期間で矢穴の規格が変遷したことを指摘している。

今回、 天守閣•本丸の立地する丘陵西裾部の和泉砂

岩の自然石を多用し、 刻印約600個が確認され、 浅野

期石垣とみられている石垣（図6②③) と、 徳川頼宣

期に拡張されたとみられる南の丸の石垣（図6④⑤)

の矢穴状況について一部を調査 した。



紀淡海峡・友ケ島の海底・水際の遺跡について

浅野期石垣（石材数 8個） では、 矢穴口長 8.6~

11.5cm、矢穴底長辺5.4~ 8.2cm、深さ4.5~9.2cmで、

徳川期とみられる南の丸（石材数24個） では、 矢穴口

長辺 6.8~ 10.5cm、 矢穴底長辺 3.8~ 7.0cm、 深さ

5.9 ~ 10.4cmで、徳川期には矢穴口長辺が小さくなり、

矢穴平面形がより台形に近くなる傾向がみられた。 発

掘調査成果との整合性の検討や構築時以降の修復、 石

材や工人の要因等 16) をさまざま に考慮する必要はある

が、 デー タの蓄禎により、 矢穴規模のおおま かな変遷

の傾向を把握できる可能性が考えられる。

水軒堤防

紀ノ川南岸 の和歌山 市西浜に築かれた江戸時代の大

規模な防潮・防波堤防で国指定文化財（史跡） である。

紀州藩初代藩主徳川頼宣の命を受け、 寛永年間(1624

~ 1644)に朝比奈段右衛門（号水軒） が工事を担当し、

13年の歳月をかけ完成したものとされていたが、 その

後の発掘調査 により、 18世紀中頃～後半の築造であっ

たことが判明し、 堤防 は海側に石堤（図7上）、 陸側に土

堤を併せもつ非常に強固な構造体であり、 長さが1 km 

にも及び高さは石堤が約4m、 土 堤が約5mで、 基底部

の幅は推定で24m 以上にも及ぶと復元されている 17) 。

石堤西側（海側） や上面には多量の加工された和泉

砂岩が使用され、 精緻に積み上げられる。 和泉砂岩は、

図7 水軒堤防

（上：石堤南端部／

和歌山県教育委員会提供

右：矢穴／

（公財）和歌山県文化財

センタ ー 提供）

⑳ 

表面に蜂の巣状の穴がみられ、 海岸で侵食を受けた石

材も含み、 一部 には矢穴が観察され（図7右）、 海岸部

に築造 された大規模石積み施設であり、 和歌山城石垣

と同様に虎島周辺での採石が考えられる 18) 。 矢穴の大

きさは、 長辺5~ 7cm、 深さ 4~9 cm で、 和歌山城

の浅野期、 徳川頼宣期石垣と比較し、 規校が小さく、

時期が下ることも想定されるが、 使用石材の規模によ

る影響も考慮されている叫

5. 海揚がり資料や石切場と紀ノ川下流域の中近世遺跡

との関係性

海揚がり資料について

海底遺跡は現地を確認するのは非常に困難であるが、

出土遺物の分析により、 地域の歴史復元に役立てられ

る可能性がある。

沖ノ島周辺の海底遺跡から引き揚げられる陶磁器の

うち、 中国製陶磁器類は、 大阪府岬町所在と和歌山市

所在の資料群の組成 が類似すること、 完形品が多いこ

と、 時期が限定されることなどから、 沈没船の栢荷で

あったものと考えられる。 最も多いのは、 15世紀代中

葉～後半頃、 中国の明(1368~ 1644)の時代の青磁

類で、 特に碗が大半を占める。 これらの青磁碗は、 中

国浙江省の竜泉窯で焼かれたものと推定され、 蓮弁文

をもつものと雷文帯をもつものが約2 : 1 の割合で確

認されている。
こかわ ねごろ さいか

当 時、 紀州北部地域では、 高野・粉河・根来・雑賀

などの勢力が割拠していたとされ、 根来寺の発掘調査

では、 多量の中国製陶磁器が出土しており 20) 、 紀ノ川

河口 平野の雑賀地域においても、 塁の集中はみられな

いまでも、 当該時期の追跡調査では一定量の中国製陶

磁器が出土し、 普及していたことがうかがわれる。

紀ノ川河口 から約 18km遡った位附にある真義真言

宗総本山である根来寺坊院跡（和歌山県岩出市） からは、

青磁・染付などの中国製陶磁器だけでなく、 備前（岡

山県）、丹波（兵庫県）、信楽（滋賀県）、常滑（愛知県）、

瀬戸美濃（愛知県、 岐阜県） など国内各地の焼物が大

量に出士しており、 それら物資の流通に海運・水運な

どの海上交通が利用されたことが推測される鸞

海揚がりの中国製陶磁器類の本来の行き先について

確定はできず、 沈没船となった原因も不明であるが、



大阪湾の南端部であり、 西日本にお いて国内外の物資

流通の窓口となっていた堺 （大阪府）等の都市が有力

な候補であり、 紀ノ川河口や流域の紀州の有力勢力の

ある地域もその可能性がある。

応仁 ・文明の乱(14 67~ 1477)の頃、 明との正

規貿易路であった瀬戸内航路の使用が困難となり、 中

国から九州西岸を経て、 日向灘から土佐沖•紀淡海峡

に入る南海航路が選択されることがあった 2 りとされ、

友ケ島は南海航路で大阪湾へ人る重要な陸標であった

ことも指摘される 8) 。 明との貿易船が、 紀淡海峡付近

を航行し、 何らかの原因により沈没したことが想定さ

れる。

江戸時代の肥前系陶磁器は、 九州の唐津・伊万里の

港から大消費地の大坂・堺、 あるいは江戸へと船舶に

より輸送されていた。 近年の和歌山城下町の調査にお

いても、 江戸時代の各時期の肥前系陶磁器が多量に出

土することが知られる。 これまで確認されている肥前

系陶磁器は18世紀中頃から後半の時期であることか

ら、 九州から海運により運ばれる途中で難破した積荷

であるのかもしれな い叫

石切場と紀ノ川下流域の遺跡との関係

虎島周辺の和泉砂岩の矢穴のすべてを調査したわけ

ではなく一 部の確認ではあるが、 見通しとしては、 虎

島南西部海岸の岩盤 に穿たれた侵食が著しい矢穴列（岩

盤1)（矢穴口長10.8cm)と未調査の虎島東海岸側を

除いて、 虎島周辺に追存する矢穴については、 和歌山

城における浅野期の矢穴規模（矢穴口長約8~ 12cm) 

をもつものは少なく、 徳川期に見られる規模（矢穴口

長約4~ 8cm)や水軒堤防にみられる矢穴規模（矢穴

口長約5~7cm)に近似する例が多いようである。 今後、

詳細に規模や技法を検討していく必要がある。

6. 今後の展望・課題

海底遺跡の調査

紀淡海峡は潮の流れが速く、 海底遺跡の想定場所が

深いため、 潜水による海底調査は不可能とされてきた

が、 深日の漁業関係者の協力により陶磁器が引き揚げ

られる「イカ場」の 位四（沖ノ 島北方海底追跡の約

3km 北）を復元し、2 018年9月に東海大学等により

混合ガスによる潜水調査と水中ロボットによる海底調
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図8和歌山城、水軒堤防の位置（国土地理院発行1/20万の地形図に加籠して作成）

査が実施された 8) 。 夏季で透明度が悪く、 海底での視界

はほぼゼロで、 遺物は確認されな かったが、 海底が茶

褐色の締まった砂質であることが確かめられ、 水中ロ

ボットで、 調査地西側の水深が深くなる海釜地形では、

シルトの堆禎が厚くなっていることも確認された。

海底調杏が初めて実施され、 視界、 活動時間などの制

約があるが、 海底での調査活動により、 海底面の情報を

得られることが出来るようになり、 海底面に迫物が露出

した場所では、 サイドスキャンソナ ー による音波探査が

有効であるとの指摘もされている。

聞き取り調査により、遺跡の候補場所が複数確認され、

迫物の出土場所は複数で、 その範囲も広がりをもつ可能

性も高くなった。 また、 採集される追物は、 室町時代・

江戸時代だけでなく、 古墳時代から鎌倉時代の追物も示

される 2) 。 各時代の追跡・辿物の解明のために、 今後、

さまざまな方法により、 海底での追物の出土位償の特定

作業が望まれる。

前記のように、 和歌山市淡島神社に保管されていた海

揚がり関係資料群が、 一括で和歌山市立博物館に寄贈さ

れた。 1996年の調査以外の資料も含まれており、 今後

の詳細な調査により、 海底追跡の実態解明に寄与するこ

とも期待される。

虎島周辺の石切場

虎島だけでなく、 沖ノ島東端部も石切場であった蓋然

性が高くなった。 虎島東海岸に過存する矢穴の詳細な計

測が未実施であり、 実態把握のため調査するとともに、



和歌山城や水軒堤防の矢穴分析を深め、 虎島周辺におけ

る、 より具体的な和泉砂岩の採石作業の解明に努める必

要がある。 また今回、 和歌山城において江戸時代以降と

みられる複数の石垣修復場所において、 砂岩に規模の小

さい矢穴（矢穴口長2.5 ~ 4cm、 深さ3~4cm)を確認

することができた。 今後、 新しい時期（近現代か）の石

材確保方法についても留意する必要があろう。
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水中遺跡の潜水調査の実際について

石本 清 國富株式会社長崎営業所

1. はじめに

当社は昭和41年に広島県呉市で設立された総合潜水

企業である。 創業以来、 スク ーバダイビング関連商品の

販売や潜水技能の指迎講習、 陸上呼吸器の販売、 各種潜

水作業の請負などを主要業務としている。 長崎営業所は

昭和56年に開設し、これまで海底遺跡の潜水調査を行っ

て来た。 主に長崎県北松浦郡限島町（現在 松浦市）海

底追跡の発掘調査を主として、小値賀島周辺の海底遺跡、

福岡県志賀島や相島海底遺跡調査に携わった。 今回はこ

れまで行って来た水中追跡の潜水調査において、 受託者

の立場から各種水中調査の方法、 機材の選定、 費用、 安

全管理などについて記載する。

長崎県松浦市鷹島町床波港、 神崎港

2. 調査方法について

潜水調査はその目的によって方法を選択する。 分布調

査の場合、 あらかじめ設定した点に重りを付けたブイを

投入し、 その周囲を円形で調査を行ったり、 海底に測線

メジャ ーを張り、 その両側を目視確認する方法で調査す

る。 試掘や発掘調査も同様に基準点から5m又は10m

のグリットを設定する。 水中調査において重要となるの

が水深と視界である。 仕様書に基づいて調査計画を立て

るが、 調査場所の最大水深によって1日の潜水時間が

変わるためダイバーを何人にするかを決める。 調査を行

う時、 水中の視界が良ければ調査効率も上がるため目的

とする調査が何日で出来るか計画を立てる。 逆に視界が

悪ければ効率が悪くなり日数を増やさないといけない。

また、 場所によっては周辺海域の環境も重要となる。

⑳ 

どのような場所でどんな機材を使ってどのような方法で

行うか検討する。

これまで実施して来た発掘調査でも発掘面積から除去

する堆積量を推定し、 使用する機材の能力を考え実施日

数を計算した。 ここで問題になるのが一般の港湾土木作

業とちがい堆積物の中に遺物があることである。 追物が

出て来た時ば慎重に掘り進めて行かなければならない。

当然ながら能力は落ち、 時間もかかる。 計画された発掘

面積すべてを調査出来なかった事もあった。

長年発掘に携わる中で機材の改良も行ってきた。当初、

発掘に使用するエア ー リフトは縦堀り式で、 一定の深さ

の堆積物を除去していた。 これを横型に変更して海底で
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ダイバー が先端ノズルを自由に移動出来るようにした。

水深が深いところでエア ー リフトは有効であるが、 浅く

なると能力も落ちる。 エア ー リフトは空気の浮力を利用

して水と一緒に堆積物を吸い上げる装置だからである。

水深が比較的浅いところでは電動のポンプを使用する。

これは吸い込む能力は強いが遺物を誤って吸い込んだ

場合にポンプに詰まったり陶器などは割れてしまう。 も

う一つ使用するのが消防など使われるジェットポンプを

使った堆積物の除去方法である。 この方法は水流の力を

利用して堆積物を海底で移送させるものである。

発掘現場に適したいろんな機材を使用して発掘調査を

行なう。 また、 調査は限られた予算の中で目的に見合っ

た方法を検討しなければならない。



3. これまでの遺跡調査の実績

これまで行ってきた調査の発注者は、 鷹島町教育委員

会（現 松浦市教育委員会）、九州沖縄水中考古学協会（現

アジア水中考古学研究所）、 琉球大学などである。（当社

が関わった迫跡調査一覧表参照）

海底遺跡調査実績表ー1

ヽo. l 晃柁先

二2 竃 鳥 町叡育委員会

名袴． 年 月

mmmmm 
1

マ成1和月～9n

床讀逮遺疇晃漏■童 平成4年7月～9月

雪昌／
平成11年1H

平成12年9月

'1'成12年10月～II月

平成 i3年8月

甲成13年8月～II月
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平成15年8月

ll蒙 ダ(lイuバ当ーり
戴） 1 傭囀

53U., 7名

おLI眉1 9名

大型髯出土

2H間 2名
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2U冑！ 2名

iOU眉1 2名

JIU贋1 7名
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印U間 7名
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13U間 2名

6U., 2名

7U間 1名

18U憤！ 2名

7U胃 2名

8U眉l 2名

991., 2名
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Bull1 2名

au., 2名

8u., は 1い｝沈没船一 郭罐認4u., 

7U間 8名

l\U間 2名

3U., 2名

鷹島海底遺跡は昭和5 6年に島の南岸東側の干上鼻か

ら西側の雷岬までの延長 7.5km、 汀線より沖合い 200

mに至る150万州の範囲が周知の遺跡となっている。

また、 平成24年に神崎港を中心とする海域が国史跡「脱

島神崎追跡」に指定されている。

最初の調査は平成元年に床波港改修工事に伴う緊急発

掘調査で、 ダイバー 7 名、 53日間の調査あった。調査

区域に台船を 基地として発掘用エアーリフト 2基と、誤っ

て迫物を吸い上げてしまった場合に確認できるための筏

2 基、 水深が浅い場所はジェットピ ー スで設定区域内の

発掘を実施した。平成 4年にも床波港にて同じ方法で発

掘調査を実施した。この時は調査区の水深が満潮時最大

27mとなるため、1日1組の潜水 時間を1回目35分(3

m滅圧6分）、 2回目30分 (3 rn減圧11分） をベー ス

として発掘計画を立てたため、 1日ダイバ ー 2名 X 4

⑳ 

組、 潜水管理貴任者 l 名の9名体制で発掘調杏を実施

した。

また平成6年からは、 神崎地区の防波堤工事に伴う

緊急発掘調査を 2年にわたって実施した。この発掘調

査では大型木製碇を含む数基の碇と碇石を 発掘し引揚げ

た。この調査も同様に調査区の最大水深が 24mと想定

されたため9名体制の調査計画を立てて実施した。こ

の調査結果を きっかけに神崎港では長年にわたり調査発

掘が継続される事となった。
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近年では琉球大学の池田教授が研究代表者を務める平

成18年度～平成 22年度科学研究既補助金基盤研究

(S)「 長崎県北松浦郡閥島周辺海底に眼る 元寇関連遺跡·

遺物の把握と解明」での研究で、 音波探査装憤を用いた

探査結果に基づいてダイバー による突き棒調査を数箇所

実施した。この突き棒調査は反応があった地点に杭を 設

償して、 この甚準点を中心に10m x 10m範囲の海底を

調査する手法である。図のように南北に10mメジャ ー

を張り、 そこにlmX5 mのグリットを添わせlm毎に

突き棒を刺して反応を診ます。その結果、 怪しい地点の

試掘•発掘調査を行って確認したのが現在「1 号沈没船」、

「 2号沈没船」である。
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4. 費用について

追跡調査も含め一般的に発注者側が作成する実施計画

占や業務委託仕様書の積冥費用を出すため当社も見積依

頻を受ける事がある。 潜水の技術的部分、 例えば「水深

15mで 100 mの範囲を深さlm発掘するのにどのくら

いの日数と費用が掛かるのか」、 計画時期、 場所など、

専門業者としての実施計画案と概算見積書を作成する。

先に述べたように、 どのような場所でどんな機材を使っ

てどのような方法で調査を行うか検討して見積書を作成

する。

見積畠の一例として令和元年度「鷹島2号沈没船埋

⑳ 

戻し作業」の見積書である。 内容は船体三次元画像作成

のための詳細映像撮影を行なった後、 細砂による船休の

埋め戻しと、 酸素不透過シ ー トの設置、 これを安定させ

るため上に細砂による押さえとその上を覆う酸素不透過

シー トの被膜及び砂嚢袋による固定作業であった。

労務費の潜水士単価は地域によって違いがあるが、 基

本的に国士交通省の公共工事設計労務単価を参考に柏算

する。 今回は潜水士8名の10日間、 潜水方式はスク ー

バ式、 使用する潜水機材や水中撮影用カメラ、 空気充填

用の高圧コンプレッサ ー、 水中電話、 水中視界確保のた

め濁り取り用の水中スク ー タ ーなど機材費を積上げ、 諸

経費を加えて見積書を作成した。

： 業 ：I：；：：:：�:：：:「船�3:：1:7」1丑；；じミ〗〗；：a
町神崎免地先ほカ

科目 数量

滋•K七 80人

浄水用榊材讐 80式

滸水用ポンベ料 20本
よふ血ヽ”�直• 10式

高Fコンプレ・・ サー IO Aし

*•巾匹9● 10,r-

水中スク・タ 20.t" 

俵プイ I A 
紐H會1.. !-d'" 

撚料費（ガソリン） 100 e 

交通運搬費 2式
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諸経費 I式

1調整値引き I式

小計

泊得柑
合 計
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5. 安全管理について

単価 金 額

35 000 2 800 000 

5 000 400 000 

I 000 20 000 

10 000 100 000 

7 000 70 000 

10 000 100 000 

5 000 100 000 

100 000 100 000 

100 000 100 000 

180 18 000 
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97R00 

----
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砂投入用
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調査を行う上で最も重要なのが安全である。 水中の環

境は陸上とは大きく異なる。 1つに水の中では適切な方

策を講じなければ呼吸が確保できず死に直結する。 2つ

目に水中での圧力である。 この高圧環境から適切に減圧

してこなければ、 減圧症等として知られる疾患になり、

重症の場合には死につながる。 3 つ目に、 水の熱伝羽に

よって体温が奪われ、 水温が低ければ容易に低体温症で

死亡することもある。 つまり安全に潜水するためには、

呼吸、 圧力、 温度の3つを適切に管理することが重要と

なる。

潜水業務における労働災害は他の災害に比べ死亡災害



の割合が高い状況にある。 目的を優先させ安全対策が十

分に講じられなければ災害の危険性が高まってしまう。

そうならないように労働安全衛生法では規則や罰則の拡

充が図られている。 労働者の安全と健康の確保は、 我々

受託者が果たすべき社会的責任のなかで最も優先させる

事項であり、 高圧則でもその旨を事業者に義務付けてい

る。 関係諸法令を守り、 安全基準を順守して取り組んで

いかなくてはならない。

6. まとめとして

水中迫跡の潜水調査において、 潜水士の育成も今後の

課題である。 我々受託者側も水中考古学とは何か、 調査

の目的を理解して調査に臨める人材を育てて行かなけれ

ばならない。 また、 発注者側の担当者も潜水 出来る方が

望ましい。 これまで鷹島での調査では担当者も潜水士免

許を取得し、 実技は調査時に当社インストラクタ ーが一

緒に潜水して指導させてもらった。

これまで鷹島の追跡調査において30年以上携わって

来られたのは、 囮島が国内でも他に例がないほど元寇

関連遺物が確認されたことにある。 床波港の緊急発掘

調査に始まり、 神崎港の防波堤建設工事に伴う緊急発

掘調査による大型碇の発見、 発掘し引揚げて展示に至

る。 また、 1号沈没船、 2号沈没船が確認され現地保存

されている。 鷹島が水中遺跡・水中考古学の中心的役

割をはたして、 これからも貴重な遺跡を保全し、 調査

継続の協力が出来ればと思う。

過去を未来に伝えるため、 今我々が出来る事を、 最

善を尽くし自信を持って取り組んでいきたい。 そうす

ることで今後の水中考古学の発展に貢献出来れば幸い

に思う。
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最上川を通じた地域の歴史 ・ 文化
Regional History and Culture through the Mogami River 

竹田 純子 山形県観光文化スポ ー ツ部文化振興・文化財課

1.はじめに

最上川は山形・福島両県境の 西吾妻山を源流 とし、 酒

田 市で日本海に注ぐ、 流路延長229 km、 流域面積7,0 40

岡の 一級河川である。 山形県 一 県の みを流れる全国的に

も珍しい大河である。 県の約 76%の土地の 水が最上JI I 

に流れ込み 、 流域には県人口の8割に及ぶ約100万人が

生活する。

内陸の上・中流部は、吾妻山系から 米沢盆地、 伊佐沢峡、

長井 盆地、 五百川峡谷、 山形盆地、 碁点峡（三難所）、

尾花沢盆地、 実栗屋峡、 新庄盆地、 最上峡であり、 下流

部は、 最上川の扇状地として広がる庄内平野である。 最

上川は、 盆地と狭窄部を交互に繰り返して流れるところ

に 大きな特徴がある。

最上川に ついては、 舟運に着目した調査が以前から 行

われており、中で も昭和53 年度(1978)から 実施した「 山

形県歴史の道調査事業」では、 流域に点在する舟運関連

の史跡や文化財などの把握調査が行われ、 その歴史的な

特徴が明らかに されて きた。 また、 平成17 年(2005)

の文化的景観保護制度の発足と前後して文化庁が実施し

た 「農林水産業に関連する文化的景観の保護に関する調

査研究」では最上川が、 「採掘・製造、 流通・往来及び

居住に関連する文化的景観の保護に関する調査研究 」で

は最上川流域が、 「 重要 地域」に選定されている。

山形県は、 平成16 年度から世界遺産への 登録を目指

した登録推進プロジェクトを開始し、 暫定リストヘの提

案 「 最上川の文化的景観 一 舟運 と水が育んだ農と祈り、

豊饒な大地ー 」は、 平成20 年度に国の文化審議会にお

いて 、 「提案書の基本的主題を軸に 、 提案地方公共団体

が準備を進めるべき文化資産」（カテゴリ ー I a)の評価

を得たが、 その後の情勢の変化により、 世界遺産登録推

進事業は平成21 年度に中止された。 最上川流域の文化

的景観保護の取組みは、 この世界遺産登録推進事業の中

で平成19年度から開始され、 「自然」「歴史・文化」 「河

川利用」の観点から 調査 し、 その報告書を平成22 年度

に刊行 した。

平成25 年に 大江町の 「 最上川の流通・往来及び左沢

町場の 景観 」が、 平成30 年に 長井 市の 「 最上川上流域

における長井の町場 景観 」が重要文化的景観に選定され

ている。

⑬ 

2．歴史・文化

流通・往来 最上川は、

古代にはすでに交通路

として利用されていた。

延喜式の諸国駅伝馬条

によれば 、 出羽国には

「 水駅 」が置かれていた。

水 駅 とは、 駅馬・伝馬

の他に 舟を 配置した駅

家で 、 「野後」（のじり）

駅 に 5 隻、 「避翼」（さ

ばね）駅に6隻、 「佐藝」
図1 河岸と船着場

（さ け）駅に10隻、 「 白 （大江町教委2012より転載）

谷」（しらや ）駅に5隻が配置されており、 出羽国 以外

にはみられない独特なものである。 最上川は出羽国の主

要幹線であった。 駅家のひとつ 「野後」駅の推定地であ

る駒籠楯跡 （大石田町）では、 平成19 年から 県・町教

育委員会による内容確認調査が行われており、 区画溝や

大型の掘 立柱建物跡が確認されている。

中世の荘園も 最上／1|流域を中心に展開し、 中世後期に

なると、左沢楯山城跡（大江町、国指定史跡 ）や清水城跡（大

蔵村、 県指定史跡 ） など 、 最上川の 舟運を押さえる位芭

に城館や 楯が作られた。 戦国時代には、流域は伊達、 最上 、

武藤氏ほかに 支配され、 戦 国時代末期には、 最上川中・

下流域の 酒田 一清水 （大蔵村）間において 、 最上氏 重臣

の清水氏が舟運を掌握した。 また、 河口に発達した酒田

湊では、 三十六人衆による商人自治が行われた。

近世初頭の慶長年間(1596 ~ 1615)に 、 最上義光が

置賜地方を除いた最上／1|流域に対する一 円的な支配を確

立すると、碁点峡（村山 市 ）の開削事業を 行い、 船町（山

形市 ） と大石田 （大石田町）の町立てを行った。 これに

より、 山形城下 と酒田湊が最上川で 結ばれ、 最上川中・

下流部における舟運が確立されていった。 寛文12 年

(1672)に川 村瑞賢により西回り航路が開かれると、 酒

田湊が全国の海運ルー トの中に組み入れられ、 内陸の河

岸（か し）が酒田を通じて全国 と結び つくように なった。

その後、 元禄7 年(1694 ）、 米沢藩の御用商人である西

村久左衛門によって菖蒲（白囮町）から左沢（大江町）

までが開削 され、 五百川峡谷の通船が可能となり、 上杉

氏が支配する米沢藩からの年貢が最上川を通じて運ばれ
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るようになった。 これにより、 上流部においても、 糠野

目（高畠町）、宮（長井市）、荒砥（白脱町） などの舟着場が、

米の集散地として栄えるようになった。

上流から河口まで航路が開かれると最上川は物資輸送

の大動脈として主要な輸送経路となり、 舟運による流通

経済が発達し、 流域の物資は酒田湊から上方•江戸へと

運ばれた。 行きの船では、 米 ・ 大豆 ・ 紅花•青苧 ・ 煙草

などが送られ、 帰りの船には、 塩 ・ 魚 ・ 茶・古手（古着）

のほか雛人形 ・ 仏像 ・ 石灯篭などが梢まれ、 内陸でも上

方文化の強い影響を受けた。

近世以降、 最上川舟運で使われた川舟には、 主に大型

の謄船（ひらたぶね）と小型の小鵜飼船の2種類があった。

謄船は、 幕末まで舟運の主役であるが、 船足が遅く小回

りに欠けていた。 これに対して小鵜飼船は、 船の前方が

細く、 中央部が膨らみ、 後方が狭い形で、 舵取りの切れ

が良く小回りが効いた。 最上川沿いにはどちらか一方に

曳舟道があり、 帰りの船は曳舟により川を遡った。 日本

三大急流のひとつである最上川には、 碁点峡（三難所）

や五百川峡谷を箪頭に、 流域のいたるところに難所が

あった。 難所付近には、 安全航行を祈願した神社があり、

絵嗚などが収められた。 また、 流域には、 曳舟人足や破

船の救済などの役割を担い、 それを経済基盤とする集落

が発達した。

近世を中心とする川絵図が14点確認されているが、

舟精場や舟屋敷（年貞米の集荷 ・ 貯蔵蔵）、 周囲の集落、

図2繕船（模型）

図3小鵜飼船（模型）

図4 曳舟の様子（白鷹町菖蒲付近） 3人が綱で舟を引いている。

「羽州川通絵図自米沢正部最上左沢」
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図5 「稲荷瀬」と「イナリ堂」（朝日町上郷付近）
「羽州川通絵図自米沢正部最上左沢」

難所や曳舟の様子などが克明に描かれており、 最上川舟

運を知る貴菫な資料となっている。 流域の分布調査にお

いては、 川絵図も参考としている。

生業 最上峡・ 碁点峡・ 五百）1|峡谷などの峡谷部には、

地理的条件を利用して、 サケ ・ マス ・ ヤツメウナギ等を

捕獲するための簗場が多く設けられた。

左沢の百目木の簗場は、 設けられた年代は明らかでは

ないが、 安政5年(1858)の史料に登場する。 簗場は昭

和37年まで営業され、 傍らの百目木茶屋とともに左沢

の名所として賑わった。 最上川の岩盤には、 簗の跡と考

えられる柱穴が残っている。

写真1 百目木の簗場 柱穴（大江町教委2012より転載）

3．舟 道

先述したように、 最上川舟運に菫要な影響を与えた舟

道が2か所存在する。 ひとつは、山形城主最上義光によっ

て開削された中流部の碁点峡（三難所） であり、 もうひ

とつは、 米沢上杉藩の御用商人 ・ 西村久左衛門によって

開削された上流部の五百川峡谷である。 この2か所の舟

道は、 渇水期に確認することができる。

佐藤吾郎氏によりGPS機能付音孵測深器・光波距離



測定器等 を使用して測凪が行われており、 舟道の貴重な

デー タとなっている。 舟道は河床岩盤の深みを活用しな

がら、 特に航路として障害になる場所を人為的に開削し

たと考えられる。

碁点峡（三難所） 村山市碁点橋から同市小滝までの約

10 kmが測量され、 床河が一段深くなる範囲を舟道とする

と、 その幅は約9 .3 ~ 65m、 深さは碁点付近で約1~5m

である。 碁点・三ケ瀬・隼の三難所がある。

写真2 舟道（村山市碁点） （佐藤五郎氏提供）

写真3 舟道（村山市三ケ瀬） （佐藤五郎氏提供）

五百川峡谷 白鷹町菖蒲（正部）から朝日町上郷ダム手

前までの約12 kmが測量され、 舟道の幅は約10 ~ 42m、

深さは約0.8 ~ 5.2mである。 稲荷瀬・黒滝などの難所

があり、 舟道普請の記録が残っている。

文政小判 昭和 36年(1 9 61) に、 荒砥船着場付近の川

底から文政小判23枚、 二分金9枚、 二朱銀3 58枚が見

つかった。 文献により、 天保元年(1830)、 飛脚が米沢

から荒砥の業者へ80両の硬貨を移送する際に、 渡し船

が転覆しその際水没したものの一部と推測されている。

小判は、 白限町が保管している。

⑮ 

写真4 舟道（白鷹町佐野原岩盤） （佐藤五郎氏提供）

4.おわりに

山形県の歴史・文化と最上川とは不可分な関係であり、

最上川舟運がもたらした流通・往来が山形県の複合的な

景観を作り出し、 信仰や生業を育んだ。

この度、 舟道の開削が最上川舟運に与えた影響を振り

返ることで、 その重要性を再認識すると共に、 水中遺跡

として保護する必要性を確認することとなった。 最上川

流域は、 令和2年7月豪雨による浸水で大規模な被害 を

受け、その後、流域自治体からは国・県に対して河道掘削・

築提などの要望が出されている。 流域での開発に係る調

整はすでに始まっており、 最上川舟運に係る景観・遺跡

等の保護とその方法について、 十分に検討を重ねていき

たい。
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